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改めるなら,悔 改めを必要 としない九十九

人の正 しい人のためにもまさる大 きいよろ

こびが,天 にあるであろう。｣(ル カ15:2

-7)

何 と力強 いメ ッセージで しょう。 この主

のた とえ話 は,困 っている人々に,特 にこ

の場合 は仲間にはぐれて道 に迷 って しまっ

た人々を捜 し出 し,援 助するようにという

愛 を説 いています。このたとえ話の真意を

重 く見 られた主 は,同 じ内容の別のたとえ

話 をしてそれを強調 しておられます。 なく

なった銀貨 についてのたとえ話 です。

｢あ る女が銀貨十枚 を持 っていて
,も し

その一枚をなくした とすれば,彼 女はあか

りをつけて家中を掃 き,そ れを見つけるま

では注意深 く捜 さないであろうか。そして,

見つけたなら,女 友だちや近所 の女たちを

呼び集.めて,『わたしと一緒 に喜 んで くださ

い。なくした銀貨が見 っか りましたから』

.と言 うであろう。 よく聞 きなさい。それ と

同じようにう罪人がひとりでも悔 い改 める

なら,神 の御使 たちの前でよろこびがある

であろう。｣(ル カ15:8-10>

教会 の兄弟姉妹 としての私たちの責任は,

道 を見いだせないで迷 っている人を助 け,

大切な宝を失 ってしまった人が もう一度そ

の宝を見つけられるよう手 を貸 すことです。

聖典 には,す べて会員 には同胞を強める責

任があるとはっきり記 されています。救い

主は,ペ テロに次の ように言われて このこ

とを強調 されました。｢あなたが立 ち直った

ときには,.兄 弟た ちを力づけてや りな さ

い。｣(ル カ22.:32)私 は皆 さんにも伺 じよ

うなことを申しあげたいと思 います。皆 さ

んが立 ち直ったときには,ど うぞ兄弟姉妹

を力づけてあげてください。原因もわから

ないまま.霊的に飢 え渇 いている人が大勢 い

るのです。人の霊 と心に平安 と安心感をも

たらす霊的真理 と原則 があることを忘 れな

いで くださ.い。 そして,そ の平安 と安心感

は祈 りをし,積 極的 に関心を向けることに

よってもた らされるのです。

ある若 いカップル は,結 婚 したら生活 を

整え,神 殿 に行 って永遠の結婚 をしようと

約束 していました。ふた りは深 く愛 し合 っ

てお り,神 権者の結び固めによる結婚 の誓

約の力も信 じていました。 しかしふたりに

はこのことに熱心 に取 り組 めない何 らかの

事情がありました。時がたち,子 供が生 ま

れました。 ふたりは地域の行事 に多忙な 日

日を送 るようにな りました。夫は家族 を愛

し,妻 のジェニーはますます美 しさを増 し

ていきました。母親 とし.ての仕事が彼女 に

活気を与 えたのです。家族を思いやる気持

ちがますます彼女 を慈愛 にあふれさせてい

率ました。そして彼女 は何度か夫に,監 督

のところに行 って神殿推薦状 を受 けようと

もちかけました。 しかし,夫 はそれ を拒 ん

だのです。

こうして時がたつ につれ,安 息 日の集会

に出席 しようとする彼女の気持 ちと,そ れ

よりも自分 の楽 レみを優先させ ようとする

夫の気持 ちの間 に対立が見 られ るようにな

って きました。そしてついに,彼 女 は日曜

日に夫 と一緒 にいる方がより気が休 まると

思 うようになったのです。 こうしてふた り
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は教会 の責任 もほとん どしなくな り,子 供

たちが十代 になる頃 には,の ん気に自分 た

ちの楽 しみにふけるようになって しまった

のです。

こうしたある日,す べて に終止符が打た

れました。 この家族 は日曜 日にピクニック

に出かけて交通事故 にあったのです。 そし

て妻の ジェニー と子供 がひとり命を落 とし

てしまいました。

葬式のあと夫は,人 生 は限 りある寂 しい

ものだと思 うようにな りました。妻 のいな

くなったその家族 は抜けが らのようでした。

彼にとっては毎 日がむなしく,人 生は暗 く

寂 しいものとな りました。仕事 と残 された

子供 たちとの生活にみずからを打ち込んで

はみたものの,胸 の痛みは消えませんで し

た。妻のジェニーのことがたえず頭から離

れませんでした。そして心 に慰 めも平安 も

ないまま,彼 はジェニーと永遠 にわたって

結ばれ る神権 による結び固めを受けていな

いことを思 い出しました。彼の涙は乾 かず

深い悲 しみと不安 が続 きました。

そうしたある晩,彼 は夢 を見 ました。い

つものすぐ忘 れて しまうような夢 とは違 っ

て,そ れは一 日中はっきりと心 に残 りまし

た。.彼は見知 らぬ所 にいて,大 きく開 いた

門の中を見ているようで した。 その門の真

ん中にはひとりの女性 と女の子 がいました。

突然彼 にはその人たちがだれであるかわか

り,温 かい気持 ちになりました。 ジェニー

は前にも増 して美 しく見えました。そして

うれ しいことにその愛するふた りは彼 の方

を見ていました。ふたりは彼に門を くぐっ

て 自分たちの方 に来るように手招 きしまし

た。 それはぜひとも一緒にいたいと言って

いるようでした。彼の方で行 きさえすれば

行 けることは明らかでした。そこで彼 は体

を動 かそうとしました。 しかし力が出ない

のです。一生懸命 もがいているうちに,大

きな門は閉まり始めました。

彼 もジェニー もなんとか しなければなら

ないことはわかっていました。彼 はもう一

度 ジェニーの方 に目をやりました。そして

それが最後 にな りました。彼女 は愛する夫

が中に入れないまま門が閉まろうとしてい

る様子 に恐れおののいているようで した。
.彼
はここで目を覚.ましました。 そして,

妻 といとお しい子供たちと一緒にいられる

なら,ま た永遠 の生命 を受 ける人々 に約束

されている完全 な祝福 を受 けられるな ら,

自分 にあるものをすべて,命 さえも捧げた

い気持 ちになりました。

それ は単 なる夢で しかなかったので しょ

うか。彼は人生の中で最 もすば らしい機会

のひとつを逃 してしまったので しょうか。

それとも彼 のすばらしい望 みが再 び世 のわ

ずらいに押 され,か き消 されないうちに素

早い行動に移ればまだチャンスはあるので

しょうか。

主は人の心 を正 しく動かす力,す なわち

この世の 目的 と幕のかなたの状態について

の真理 を知 ろうとす るときにもた らされる

力をよくご存 じです。主 は,耳 を傾 け深く

考える備えので きた人々の心 に主のメッセ

ージを深 く刻み込 ませるために
,他 にふた

つのたとえ話 をされ ました。
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私はさらにこう尋ねました。｢伝道 に行 っ

て以来,新 約聖書 はどれ くらい読 みました

か。モルモ ン経はどうですか。｣彼は長い間

主の聖餐 にあずかっていませんで した。 そ

れでいてなぜ自分 の中にあるみた まが死 ん

だようになって しまったのか,理 解で きな

いようでした。 また什分 の一 も納めないま

ま,な ぜ天の窓に鍵がかけられて しまうの

かわか らないといったふうで した。彼 は受

けられたはずのものをまだすべて受 けてい

なかったのです。

私 たちの中には時々,忙 しすぎて教会の

集会 や活動 に出られない,家 族の祈 りがで

きない,他 のことに熱中するあまり家庭の

夕べが開けない,疲 れて聖典 の勉強がで き

ないという人がいます。.残念なことに,そ

のような人々は生涯 にわたってさまざまな

不安 から支 えてくれる,日 々の,ま た1週

間ごとのマナを自牙 から拒 んでいるのです。

しかしそのような人々も私 たちと共に努力

し祈るなら,こ の世 から永遠 にわたって,

大 きな喜びを.経験するはずです。 このよう

なチャレンジにあっては,僕 たちすべてに

与えておられ る主の次 の勧告 を思 い起 こす

べきでしょう。｢し か し,こ のたぐいは,祈 .

りと断食 とによらなければ,追 い出す こと

はできない。｣(マ タイ17:21)ま だ主に心

を向ける用意のできていない人は,断 食と

祈 りをするようにというこの主の勧告 に従

ってみては どうで しょうか。 みずから変 わ

りたいと思いながら,克 服できそうもない

困難 に直面 している人々には,彼 ら自身に

この勧告 に従 うよう勧 めてはどうでしょう。

そして彼 らの助 け手である私たちは,彼 ら

の断食 と祈 りに私たちの断食 と祈 りを加 え

るのです。

天父 は確 かに,人 の心を動 かす方法をご

存 じです。アルマの場合は どうで したか。

使徒 パウロはどうだったで しょうか。人が

真心から望 むとき,大 きな変化がおとずれ

ます6｢絶 対に心 を動 かされない人 もいる｣

と言い張 る人がいるか もしれませんが,そ

のようなことはあ りません。必ず影響 を受

けるはずです。いつで も祝福 を受 け,助 け

を受けることができるのです。聖典 には,

は.っきりこう約束されています。｢愛はいつ

まで も絶 えるこ とがな い。｣(1コ リ ン ト

13:8)確 か に,愛 はいつまでも続く.もの

です。言 い換 えるなら,愛 は個人個人 に,

私 たちの中 に,そ して皆 さんにも私 にも,

あ るい､はまわ りの人々の中に奇跡 を起 こす

のです。

ジ ョン･テ イラー大管長のように,私 も

ふさわ しい人がふ さわしい気持 ちで,ふ さ

わ しいときにふさわ しい方法で手 を差 しの

べていけば,改 宗(再 活発化 と言 うべきで

しようか)さ れない人 はひとりもいないと

確信 しています。私 たちが自分 自身をよく

整え,､福 音の原則 に従って幸福 な生活を送

り,天 父の助けを求 めるなら,そ の努力 に

応 じた天父の祝福が与 えられ ます。

世の中には,神 権 による祝福,教 会 のも

たらす祝福,そ して彼 らがその恵みを知 り

さえすれば与えられるあらゆるものを熱心

に求 めている人が大勢 います。それは,教

会内において も例外 ではあ りません。私 た

6
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一
｢温 情 と偽 ちざる愛 とによっで…

一1

あなたの伴侶の
宣教師どなる

モー り一･H･ソ レ ンセ ン

がステーキ部長会の第二副ステーキ

夫部長に支持 されるために説教壇の方
へ歩いて行 ったとき,私 の心 に言いようの

ない喜びが湧きあが りました。夫は救 い主

と福音 に対する愛を証 として述べてから,

妻 である私への感謝の言葉 を言 いました。

私は,以 前夫の書いたポスターを帰宅 して

見つけたときのことを思い出 しました。そ

のポスターにはこう書 いてありました。｢私

を信 じて くれている妻が大好 き｣と 。

｢ぼ くに聖餐会の話 はいっさい頼 まない

ことだね。絶対 にするつ もりはないんだか

ら。｣彼が強腰にそう宣言 していたのはっい

この間のことです。そんな彼が今ではステ

ーキ部内で も人気のある話 し手 になってい

ます。

また夫はこんなことも言っていたのです。

｢い くら君が劇 に凝 っているか らって,ぼ

くにまで演 じさせようっていうんじゃない

だろうね。ぼくは俳優 なんかじゃないんだ

から。｣そんな彼が,実 はステーキ部の演劇

ですばらしい主役 を演 じたのです。

｢読書 はきらいだ。｣そ う言い張 っていた

彼ですが,今 では毎 日聖典 を読 み,毎 朝私

たちに聖典 のことを話 して くれています。

｢ま だ神権 はどう使 った らいい.のかよく

わか らないんだ。｣そんな言葉が聞かれたと

きもあ りますが,そ の神権 の力で彼 はいろ

いろなときに私 たち家族 に祝福 を与 えてく

れています。

確かに私 の夫は変わ りました。16年 前の

彼 は,ひ とりの長老見込 み会員 にすぎなか

ったのです。.

彼 にこの ような大.きな変化をもたらした

ものは何でしょうか。ご主人に対 して宣教師

の立場 にあり悩んでいる姉妹 たちに,私 の考

えを少 し紹介 してみたいと思います。私の

経験か ら話 しますので,妻 の立場か らの話

になると思 いますが,そ れらの原則 は,奥 様

に対 して伝道をしなければならない立場 に

ある男性 の皆さんにも応用 できると思 いま

す。一
8
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L L..

失望することばか りが続いて起 こると,

ど うしても自分め伴侶 に対する信頼の気持

ちが薄 らいでしまいます。特 に,.霊 的真理

を身に受舛ている女性にζっτ,そ れらを

奔と韓 に副 含神!)と!)う.ζ と1款 き
な悩うでもあ讐ま.す。.ぞ.レて夫に福音を理 ∫

解P超 恥 て.もらいたいζ嫡 妻ζして

9卿･も 認 耐め限界熔 でしまラ場合が

.あり.齢..し か吋 妨 はどれも正常なこ
となのです。なぜなら,.大きな喜びを味わ

った人がそれ.を愛する人々に分かち合いた.

いと思うのは当然のこ.とだからです。と.こ

ろが『.う:惣な舜合,.非常に微妙な変化力1起.

こってき.ます心普通男性は家族の長とレて,

リー ドされるのではな くリー ドしていく立.

場 にあ ります。結婚 においては伴侶 として.

同等の立場 にある女性 も,実 際 はリー ドし

て.くれる夫 を助 け,支 持 するものです。そ

の夫が不活発 であったり,教 会員 でなかっ

た りすると,妻 は非常 に困った状況 に置.か..

.オtてレ まうのです。 よくあることでマρ蛍･

妻 のほうが日曜 日の礼拝行事 や家庭のタべ

その他の教会 の活動 に参加 したい と思 って

も,心 の葛藤 があった り,夫 と実際 に意見

が衝突 したりということで,家 庭 に一致 と
.霊性 をもたらそうζする目

.的が くじかれて.

し 牢うので1す?.
.｢

で は夫 に伝潭する立場 にある女性は どこ

に支持や助言 を求 めた らよいの.でしょうか。

まず聖典 を学 ぶこζによって深い洞察力が

得 られます。､たとえば私の場合 は,天 上の

大会議 とそ.れに関する事柄 を勉強 していて,

大切なζ.と牽学 びま.した1

サ タンはすべての人 を強制的に天父の原.

則 に従 わせようとする計画を提案 しました。
あがな

｢わ れ ことごとく人類 を賄 いて一人だに失

うことなからレめん。｣こうサタシは言 いま

io

した。

し｢か.し,天 父は｢主 なる神 のすでに人に

与えたる人の自由意志を滅ぼ｣す ことはな

,さい騨 ケで睦･そ ④かわρ･･.釈 はζ

自分の独 り子を通レてその救いの計画を可

能騨 の嘩 れた.喫 す･そ れによ?碑

たち臆 勘 脚 簡 鯵 るζとが鱒 る

ようになりま絃な1.(葦汁セ4廷 一4参照).1.
この聖触 幣 禍 む.他 の1人に無恥･

瞥 綬 け入μさせよう1と.する叫ま沃 父

ρ喜脚 るζとで駿 時≒.ヤ･う織 が串て
きます･.天父は:納櫓 ㌍ 的 の.と≒ろ

網扉って来る.ごζ.葬..レかも:ξれを人々が
自歯章志と選びにタ?てな亨ことを望ゆで

.お られ ますb･.天父 は与 えられた真理が正 し

い良 いも.ので.あって,:し か も大きな喜 びを

.もたちしてく机 愚漸②であ筍ζいう確信 を

彼らがみずからの争で得やよう望んで葺う

れ.る.のですpそ のためには,･だ れで も.息由

に経験 し,自 分の.力で真理 を見つけなけれ
'ばな りま.せん

。

･.融義と聖約には,感 飾するこζのでさる

方法が:出ています。

.｢ただ説服躍 靴 柔和と避 と櫛1ざ
る愛 とによる。 また,親 切 と浄 き知識すな

かん ち

わち偽善にあら.ず:好智にあらずしてその人
はなは

嘩 だ大騰 らレ.むるもの.による･･(搬
と聖約121:41-42)

主 の説得のヵ球であるこれらの特質は,
'
私 たちが主の みたまを受 けるにふさわ しい

生活を していれば,自 然 に身について くる

ものです。..罫は,妻 は夫 を励 まし却 り
.夫の

光 とな⇔ζ.どはあって も,生 活を変 えるの

は主のみたまであること.を知 りました。

ガラテヤ書5章22節 か ら23節 に,こ のよ
み たま

うに記 されています。｢御 霊 の実は,愛,喜

び,平 和,寛 容,慈 愛,善 意,.忠 実,柔 和,
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態度をとって しまい,そ の結果夫 をさらに

遠 くへ押 しや り,福 音の甘 さを味わって も

らえなくなるのです。

サタンは,私 たちが愛をもって人々を感

化するのを妨げようとします。なぜなら愛

こそ私 たちの最 も強力 な手段 だからです。
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サタンは私たちに争 いをさせ,人 に強制 さ

せようとします。 また私 たちに霊 の糧であ

る祈 りや断食,勉 強 を怠 らせ,忍 耐心 を失

わせようとします。そ してパ リサイ人のよ

うに,儀 式について論争 させ,原 則 を忘 れ

させるのです。たとえば,家 庭の夕べを開
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●本誌の解答 は問題解決の一助 として与え

られたものであり，教会の教義 を公式に宣

言するものではあ りません。

一囚■圃一國■網一閥醐圃一圓】霞]潤】圓】闘】【]潤 ■圓一囚】閥一國】閥一【■閥一霞】國一圃】霞一閥】閥醸霞協閥』

主が再臨されるときは

どこに来られるのでしようか。

姻 ■圓一闘■閥】閥】圓一圃】閥一圓】【一閥】閥]國 】國一【u陽 一【■嗣一霞】圓一【】閥一國】潤一【■國一隅■閥』

解答者

ア ー サ ー ・R・バ'セ ッ ト

(ブIJが ム ・ヤング大学

人文学部準教授)

救
い主の再臨 に関 して，私 たちは完全

に知 らされているわけではあ りませ

ん。 しかし主は，福千年 に先立 って起 こる

主な出来事 をいくつか述 べておられます。

それによると，主の再臨の前には何度か主
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ご 自身が姿を現わされることが明 らかです。

主はこれまでにも，再臨に備えて幾度 か

姿 を現わ され ました。最初 は聖なる森で予

言者ジ ョセフ ・ス ミスに現われ， それから

1836年4月3日 ， オハイオ州 カー トラ ンド

の神殿の献堂式のあとに姿を現わされまし

た。(教 義 と聖約11011-10参 照)

次 に明言されている主の現われは， ミズ

ー リ州のアダム ・オ ンダイ ・アーマンに神

権指導者たちが集合 するときです。地上の

あらゆる時代を包括するこの出来事 につい

て，予言者 ジョセフ ・スミスは次のように

述べています。

「ダニエル書7章 の中で
， ダニエルは『日

の老 いたる者』 について語 っている。それ

はとりもなおさず我々の父祖 アダムすなわ

ち ミカエルのことであり，彼 は自分 の子孫

を召集 し，人の子の再臨に備 えさせるため

の会合 を開 くのである6彼(ア ダム)は 人

類家族 の父であり，すべての人々の霊を管

理 している。 また鍵 を持 うすべての者は，

この大 いなる会議 にあってアダムの前に立

たなければならない。そして人の子がアダ

ムの前 に立たれ， そこで栄光 と統治する力

を受 けるのである。アダムは全人類の鍵 を

持つ者 として授けられていた管理の職 をキ

リス トに引き渡すが，人類家族の長 として

の立場 は変わ ることなく維持 し続 けるので

ある。」(「教会歴史」3：386-87)

この ようにして， キ リス トは合法的に再

びこの世 の統治者 どな り，力 を行使 する事

実上 の支配者 となられるのです。そ して こ



の力は，キ リス トがユダヤ国民に長い間待

ち望 まれたメシヤとして来られるエルサ レ

ムの戦場で，初 めて人々の前 に示 されるの

です。予言者ゼカ リヤはこの出来事 を次の

ように記 しています。

「わたしは万国の民を集めて
，エルサレ

ムを攻 め撃 たせる。町は取 られ，家 はかす

められ，女は犯 され，町の半 ばは捕 えられ

て行 く。 しかし残 りの民 は町か ら断たれ る

ことはない。 その時，主 は出て きて，いく

さの 日にみずから戦われる時のように， そ

れらの国びとと戦 われる。その 日には彼の

足が，東の方エルサレムの前にあるオリブ

山の上に立つ。 そしてオ リブ山は，非常 に

広い一つの谷によって，東から西に二つに

裂 け……。」(ゼ カリヤ1412-4)

ユ ダヤ人がこの谷 に逃れ，主の怒 りが邪

悪な人々の上にくだったのち， ユダヤ人の

指導者は主の体 にあるは りつけの傷跡に気

づき，主 が歴史 に述べ られたキ リス トであ

ることを知るのです。(ゼカリヤ13161教

義 と聖約45：51-53参 照)

しかしこれらは皆荘厳 な，また全世界を

感化する主の現われ，再降臨の前ぶれ にす

ぎません。 この主の再臨 に関 して地名や地

理的 な事柄について特に指定された資料 を

私 はまだ知 りません。 この出来事を記 して

いる人々は，』むしろ「福千年の統治」「サタ

ンの束縛」「邪悪 な人々の滅亡」「義なる人々

の復活」「エノクの町の再建」などの 「先触
い ふ

れ」の偉大さに畏怖 しています。記録者 た

ちの頭の中では場所 自体 よりもそれらの出

聖徒の道/1984年3月 号

来事 の方が優先 していたようです。現時点

であえて主の再臨の場所 を推測 してみると，

かな り有力な理 由か ら， どちらも福千年統

治の首都 となる旧世 界のエルサ レム，新世

界の新 エルサレムのどちらか一方 あるいは

両方になるのではないかと考 えられます。

この福千年の時代 に，救 い主が どのような

行動 をされるかについても詳しい記録 はあ

りません。この ことについて私 たちが知っ

ているのは，予言者 ジョセフ ・ス ミスが述

べている次のことだけです。

「キ リス トと復活 した聖徒 たちは
，千年

間地上を統治する。 しか し彼らはおそらく

地上 に住 むことはなく，彼 らの望 むときに

あるいは治める必要のあるときに地上を訪

れるであろう。」(「教会歴史」5：212)
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近きにありて遠きもの

自閉症児とともに

☆

カー メ ン ・B・ピング リー

■1ワ，の愛 らしい3歳 になる私 たちの息子

』 は，何時間も何 時間 もそこで体 を揺

さぶっているのです。窓越 しの午後の 日ざ

しがその整 った体 と何 ら欠点のない容 姿を

照 らし出しています。そしてその前 を，息

子の名前を呼びながら上 の子たちが走 り過

ぎていきます。彼はあい変わ らず リズ ミカ

ルに体 を揺 することに熱中し，一点を見つ

めたままです。私たちは， そんな息子の世

界に入り込 もうと並 々ならぬ努力をしてき

ました。 しかしその努力 も何ひとつ受け入

れられず，夜寝 かしつけるためにおやすみ

のキスでもしようものなら，押 し返される

始末です。そして2階 の寝室か らは眠いは

ずの息子が小 さな手で何度 も電気をつけた

り消した りする音が聞こえてくるのです。

こうしてまたたく間に朝がやってきます。

しか し彼は私たちに声をかけることもなけ

れば自分からやってこようともしません。

そんな息子 に服を着せてやり， また同じこ

との繰 り返しが始 まるのです。

「近 きにあ りて遠き もの」
，英国の詩入ア

ルフレッ ド・テニスンの この言葉 は，無意識

のうちに私たちの息子ブライアンのことを

さしているように思 えてならないのです。

息、子のブライアンの成長 を見 ていて，彼

の奇妙な行動に対する私 たちの不安 はつの

る一方です。さらに彼のいろいろな態度か

ら， とて も気げんよさそうに見えるときで

さえその心 をとらえることがで きず，.私た

ちは戸惑 うばか りです。彼 の肉体的，社会

的，精神的成長がまるで不規則なのです。

ブライアンはたった一度聞いただけで讃美

歌のメロディーを完壁にハ ミングできるか

と思 えば， ミル クをねだることす らできな

いのです。 また掛け金や鍵 を素早 くはずせ

て も，フォークを正 しく使 うことができな

いのです。

私 たちは，ブライアンの知覚 の反応 にも

異常 があることに気づきました。 においを

少 しも気にしないときがあるかと思 えば，

全部 においをかがないうちは食べ物 に口を

つけ よう ともしな いとき もあります。ま

た鍋 を落 としたときのような大 きな音に無
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とん着 かと思 えば，隣の部屋で父親があめ

の紙をむいている音 にも気づくといった具

合です。 さらに，頭などを強くたたかれて

も何 の反応を示さないかと思 えば，手でほ

んのちょっと触れただけのことに，顔 が真

っ赤 になるほど背中を後 ろにそらせた りす

るのです。 そんなとき，あやそうとしても

それを拒む、曹、子に私 はひどく心を悩 ませ ま

した。私は彼の苦痛を増 しているだけのよ

うで した。

月 日がたつにつれ， ブライアンの言葉の

発達 が正常 でないことで，私たちの不安 は

さらに大 きくなっていきました。め ったに

話そうとはしないのですが，言葉 を出そう

とすると自分の気持 ちを表 わすのではなく，

人の言 ったことを繰 り返すロボ ットのよう

な話 し方になるのです。彼 にとっては，言

葉は単なる意味のない音の集ま りにすぎな

いのです。

おそらく家族 にとって最大の悩 みは，ブ

ライアンの人に対 する無関心 な態度ではな

いかと思 います。家族の活動 に加わろうと

もしなければ，兄 や姉 たちの思いや りにも

こたえず，人の持 ち物 を尊ぶ気持 ちも十分

にないのです。ブライアンはいろいろな器

具 を壊 した り，本 を破 った り，金魚ばちに物

を投げ入れた りと，絶えず家族を悩ませて

きました。危なくないように隠 してある ド

ライバーでも見つけようものなら，暖房機

や ドアの ちょうつがい， コンセ ントなどが

いじくりまわされて しまうのです。あると

きな ど皿洗い器を取 りつけに来た人の ドラ

イバーを持 ち出 して外 に行 き，取 りつけに

かかる前 に， その人の乗 ってきた トラック

のバ ック ミラー とテール ランプを全部取 り

はず して しまったことがあ りました。

ブライアンに物が壊 されないようにする

ために，家 中の ドア というドアに鍵 をかけ

き

iiii華
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なければならなくなりました。 また通 りに

飛び出 して車 にかけ寄 るのを防 ぐために.

外側の ドアは二重 にロックされています。

彼には危険というものがわからないらしく，

ぶつかりそうになる車が急ブレーキをかけ

ても，表情が少 しも変わ らないのです。 あ

るときは，高 い場所のとりこになって， よ

く2階 の窓の出張 りに立 っていたことがあ

りました。こうしたびっくりするような出

来事の連続に，私たちは肉体的にも精神的

にもすっか りまいってしまいました。

今思えばもっと早 く治療 を受 けていれば

よかったのですが，かわいらしい一見 「正

常」な赤 ちゃんの中でそうした症状 がじわ

じわと起 こり始 めているときにそれをはっ

きりとらえるのは大変むずかしいことなの

です。彼の場合 は，抱 いてあやす必要 もな

いほど泣 くことのないきげんのいい赤 ちゃ

んに見えたのです。その後 の態度や動作で

のいろいろな問題 も，手に負えない時期の

特にひどい例であり，2歳 児の成長過程 に

あっては普通のことであると解釈 してい ま

した。言葉 の遅れ も未熟児のため， また4

人 の上の子供たちが皆ブライアンの代わ り

をしてくれているためと思 っていました。

また他の人に無関心 という点 も，我 が家で

はめずらしいことではな く，むしろ 「自立

心」のある子 という見方をしていました。

私 たちはこの子 に愛 と関心 を向けていけば

どうにかその問題からは 「抜け出 られる」

だろうと考 えていました。

しかしブライアンが3歳 になったとき，

事態はさらに悪化 し，私 たちはついに医師

に助けを求 めることにしたのです。

私たちは診断を求 めて次々に専門家の と

ころを回 りました。 その結果私 たちに返っ

てきた答えは 「情緒障害」や 「虐待」そ し

18

，

て単純に 「非常 に不幸な星の下 に生 まれた

子供」といった診断でした。愛 をもって何

とか息子を助 けてあげたいと思 っていた私

たちにとって，その診断の言葉は胸 に刺 さ

りました。「精神発育不全」「極小脳細胞」

「神経系未発達」といった他 の診断も幾分 シ

ョックをやわらげて くれたものの，私 たち

にとっては何の助けにもな りませんでした。

どれ もあてはまるものはなく， 彼の行動を

変えるためのこれといった提案 をしてくれ

る人はいませんでした。

以前 から 「自閉症」という言葉 を知 って

いた私 たちは，必死の思 いで新聞に出てい

た一 日がか りの 自閉症児のためのワークシ

ョップに出てみ ました。その結果，不安 と
あん ど

安堵感の入 り混 じる中，私 たちはブライア

ンが 自閉症 の特徴 と徴候 にぴった り合致 し

ていると確信 を得たのです。 そして 自閉症

というのは生涯 にわたる発育上の疾 患であ

り， このような人々の95パ ーセ ントは特別

な施設 に入 らなければな らない こともわか

りました。 これがいろいろな面 で限界を帯

びた問題 であることがわかると，ブライア

ンの伝道や結婚 に対 する私 たちの夢はまた

たく間 に崩れていきました。

こうした知識 は私 たちを非常 に落胆 させ

ましたが，彼の悩みの本質 がやっとわか っ

たことで気持ちが幾分楽になりました。 こ

うした状況 に当惑 し孤独 になっていた私た

ちは， 自閉症児をかかえる他の両親 たちと

会い，悩 みを分 かち合 うことで大いに慰め

られました。私 たちが経験 すると同 じよう

なことに共感 しユーモアを見せる彼 らの姿

に，私たちの荒れた心は静 められ， 自分 た

ちだけがこのような問題 と取 り組んでいる

のではないという認識を得 たのです。 その

うえ， この親たちは家庭療法のテクニック
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や 自閉症 にくわしい医師名，ブライアンの

ような子供たちへの教育を目的 とした地域

のプログラムなど， いろいろくわ しい情報

を提供 し，かつ紹介 してくれました。何 よ

りもすばらしいことは，そのような親 たち

が私 たちの 自責の念をやわらげて くれ たこ

とです。 こうして自閉症児 をかかえる親 に

羅 ，， 一
黙 嚢

響1難
黙

瞳1
騰
　

蒲講灘
会 ってか らというもの，私 はたちまち彼ら

も他 の人々と何 ら変わらない正常な人々な

のだと思 うようにな りました。悩みや不安，

希望 などを話 してくれるこの新 しい仲間は，

私 たちと同じような気持ちを抱いていたの

です。 しかし彼 らは もっと理知的で慈愛に

あふれ，冷静でした。 これが，私たちがブ

聖徒 の道/1984年3月 号 19



ライアンの状態に対 して少なか らず抱いて

いた自責の念 を取 り払うう えで力 とな りま

した。

自閉症児に対 するこれ といった効果的な

医学療法はまだ何 もないのですが，私 たち

はこれまで自閉症児の行動の改善 に効果 を

表わ して きたある種 の行動療法 というもの

があるという記事を読み，大いに励 まされ

ました。 ところが地域のそうしたプログラ

ムにブライア ンを参加 させ，訓練を受けさ

せるには数年間待 たなければならないこと

がわかったのです。夫 と私はとにかく独 自

の計画を練ることにしました。私 たちは，

施設 の受 け入れ態勢ができるまで家庭に同

じようなプログラムを取 り入れることにし

ました。私 は，全精力をこのチャレンジに

傾けられ るように，扶助協会の会長の責任

の解任を祈 りの気持 ちで願 い出ていました。

事情 をよく察 してくれた監督 は， それを承

諾 してくれました。祖母たちが忍耐強く子

守 りをしてくれている間，私はセラピス ト

(療法士)と しての訓練 を受けるため， 自

閉症児の施設でボランテ ィアとして働 きま

した。私 たちは家の改築計画を見合 わせ，

将来のために貯 えておいたお金 を使 ってブ

ライアンを家 で訓練 してくれるふた りのセ

ラピス トを雇 いました。私たち3人 は交替

で訓練 にあた りました。 またできるだけ主

人や他の子供 たちにも協力 してもらいまし

た。

ブライアンが訓練の各段階 を踏 むたびに，

私たちは彼の進歩 に目をみは りました。 そ

して私たちは彼 の一つ一つの努力の結果 を

喜び合いました。 このような家庭でのアプ

ローチは，ブライアンとの積極的な良い関

係を築けたことか らみて も，申し分 のない

ものでした。 しか し，そうした多くの時間

と精力をブライアンに注いでいた私 たちは，

他 の子供 たちをなおざりにしてはならない

ことに気づ きました。

ブライアンも今 は自閉症児の施設 に入 っ

ていますが，家庭 での彼 に対 する私 たちの

努力は終わったわけではありません。今 は

将来に対する胸ふくらむ希望 もよ り現実的

な考 えにとってかわ り，「融通性」という言

葉がモッ トー になっています。彼 にとって

は， きょうぴったりのクラスや訓練 も，来

月あるいは来年 には役 に立 たないか もしれ

ないのです。はっきりしていることは，ブ

ライアンが非常 に大変な十代の時期 を過 ご

糞教壽の懸導蕎繧

還の諜騒燕雛爆難
審港釜か
ユタ州 ノノ齢 診一ク 泌鎌捧一懸闘薄轟

だ最近 の壼栄魯閉痙児脇会の炎馨懇 蘇 繋
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源であり心の支 えです。

〒162東 京 都新宿区西早稲田2-2-8

全 国心身障害者福祉財団

自閉症者親の会全国協議会

TeLO3-203-1211

5.自 閉症児(あ るいは他の障害児)の

ために地域で積極的に働く。教会の奉仕 で

身につけたあなたの指導性や組織化 された

技術 は，地域 で大いに歓迎 されるはずです。

あなたには重要な貢献をする力があ ります。

同様 に，教会員でない人々の働 きや友情は，

あなたの生活にとって祝福 となるでしょう。

6.家 族全員に積極的な学習体験をさせ

る。家族全員 で話 し合 うことにより，家族
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一人一人に自分の気持ちをよく理解 させ
，

困難 な問題をかかえた人々に対する彼 らの
はぐく

同情心や慈愛心を育 むことができます。子

供 たちは年齢 と能力 に応 じていろいろな治

療上のプログラムに参加 することができま

す。 自閉症の子供 とは別 に，他の子供たち

とも質の高い時間を過 ごすようにし，彼 ら

をいら立 たせないように注意 して ください。

7.あ なた自身のことにも気を配る。親

として， あなたは家族を幸福 にする鍵を握

っています。 自分 の好 きなことや個人的に

満足できることをする時間 も作 ってくださ

い。 どうして も専門家に相談 する必要があ

ると思う場合 はそうすることです。 自閉症

児は，夫婦間にとっても大 きなス トレスと

な ります。ですか ら，たえずあなた自身と

伴侶 との間の事柄 に細心 の注意 を払 うよう

にして ください。

8.祖 父田にもたえず連絡をとり協力 し

てもらう。彼 らはその子供のことだけでな

く親であるあなた方 のことも心配 して くれ

ています。彼らも大 きな力と慰めになって

くれているはずです。

9.子 供やあなた自身が特に必要として

いることを監督と話 し合う。 あなたの置か

れている状況 をワー ド部 の会員たちに話せ

ば，彼 らは理解 を示 し，助けを与えてくれ

るでしょう。あなたの方 から心 を開かなけ

れば，たいていの人は， 間違 った ことを し

て しまうのではないかという恐れから何 も

言 ったりした りしなくな ります。彼 らに機

会を与 えてください。献 身的なホームティ

ーチャーや特別な人たちから子供が訓練 を

受けたり世話 をしてもらった りす ると，家

族全体 に大 きな変化 が生 まれ ます。

10.神 を信頼する。 このようなチャレン

ジを経験 することはなるべく避 けたいので

聖徒の道/1984年3月 号

すが，それによって私たちは神 を信頼せず

にはおられない状況 に立たされます。私た

ちが神 に助けを願うことを忘 れなければ，

みたまはどんなに失望 したときにも慰 めを，

またジレンマに陥ったときには導きを与え

てくれます。 そして大 きな責任に直面した

ときにはさらに豊かな能力を与えて導いて

くれ ます。 さらに私 たちは他 のいかなる方

法でも得 られない忍耐心 や心 の平安，人生

に対する見解 を身につけることができるの

です。

11.他 に どんな犠牲を払わなければなら

なくとも，ユーモアのセンスを持ち続ける。

全精力を使い果た し神経 が張 りつめている

とき，ユーモアのセンスはその緊張 をほぐ

してくれる唯一の ものです。

ブライアンの葛藤 を見守 りなが ら，わた

したちは自分 自身のことについてたくさん

のことを学びました。実際，私たちは皆そ

れぞれにみたまの力を無視 してみたり，福

音に対する反応 に波があった りと少 なから

ず自閉的 な面 や障害 を持 っていると思いま

す。ブライア ンがよ り私 たちの行動 に似た

新 しい行動を身につけていくために限 りな

い努力がいるように，私 たちが習慣 を変 え，

少 しで も救い主 に近 づくためには，絶えず

聖典 や指導者からの励 ましが必要です。私

たちに求 められている大 きな忍耐心 は，私

たちの遅 い進歩 に心 を痛 めながらも見守 っ

て くださっている天父の限 りない忍耐心 を

考えると，当然の ことのように思われます。

確 かに私 たち自身 にも 「近 きにありて遠 き

もの」のようなときがあるのです。

*カ ーメン ・B・ ピングリー姉妹17児 の

母親，ユタ州 自閉症 児協会会長(ボ ランテ

ィア)， ソル トレ乙ク・シティー在住，ワー

ド部若 い女性会長
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彼
は多少おびえつつ強引さを見せなが

ら， しかし明 らかに落ち着かないと

いった様 子 でセ ミナ リークラ スに入って

きました。彼 は学校のクラスのほとんどの

人がセミナリーに来ているという理由だけ

で， しかもひとりでやって来たのです。彼

には話 しかける人 も，一緒 に歩 いてくれる

人 もなく， これといった友達 もいませんで

した。

幼 い頃の彼の生活 は， とて も厳 しくつ ら

籔 鱗難
I
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1、

、鷹
～

難
　 ら

蹴

一 一一
獄く二}嚢 蓑 嚢董 璽蓑

___蒲
　 　 』 靱

、馨
24



》繍9蝉 縄 轡御 脚恥 ・繍 ⑲脚恥 ・職 ⑰嫌 鋤 職9齢 蜘 　融　蜘恥1瞬 ⑦㈱恥

いもので した。父親 は酔 っぱらいのけんか

で命 を落 とし，母親 といえば子供 たちを教

会へやることも学校 へやることもまるで関

心がない といった人でした。母親 は国か ら

経済的な援助 を受けていましたが， そのほ

とんどが 自分 のために， あるいは男友達 の

ために酒代 として使 って しまっていました。

家にはほかに子供がふた りいましたが，父

親は皆違 っていました。

家では食べ物や衣服を含め，生活の最低

必需品にも事欠 く有様で した。彼にとって

寒い日に暖をとる ものといえばたった1枚

のセーターぐらいなもので， そのセーター

も彼 は学校に着 く前 に必 ず脱 ぐようにして

いました。それはセーターに大 きな穴が空

いていて，それをほかの人に見 られたくな

かったからです。またくつ下 すら持 ってい

ませんで した。家では水 しか使 えず手洗 い

用の石 けんもないため，彼の手 にはあかぎ

れができ， ひどく荒れていました。 また体

はやせ細って，体力もあ りませんでした。

食べ物 も十分 にな く， 口に入るものといえ

ば粗末で栄養 のないものばか りで した。彼

は町 はずれのあまり環境 のよくない所に住

んでいて，その地域 のどこへ行 っても不愉

快な思いをしていました。

クラスに来 た最初 の日，私 は彼に最前列

に座 るように勧めました。すぐにそれに応

じたものの彼 はどうも居心地 が悪そうでし

た。私 は彼 と親 しくなろうとしましたが，

なかなか大変 でした。人を信用 していなか

ったか らです。

こうして レッス ンが数週間続いたあと，

私 は彼 にお祈 りをしてみる気 はないか尋ね

講 難. 難騰
渋蓬 盤

一 一 一 一 一

r-P 、、F一

難欝嚢
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ました。彼 はすぐにきっぱ りと断わって き

ました。私 はあとになって，彼 がクラスに

来た最初の日に初めて 「祈 り」いう言葉を

耳にしたことを知 りました。彼 は教会へ行

っだこともなければ神権 など受 けたことも

なかったのです。 こうして何 日かが過 ぎま

したが，彼 には人 と会話 をした り，笑顔 を

見せた り，友達 をつくろうとしたりする気

配はいっこうに見えませんで した。

クリスマス休暇を1カ 月後にひかえたあ

る日， ひとりの女性 が話 し合 いたいことが

あるのでクラスで時間をとってほしいと言

って きました。 その 日， この青年は欠席 し

ていました。彼女はみんなの前 に立つと簡

潔 にこう言いました。「私 たちは彼 と話す こ

ともしなければ一緒 に歩くこともしません。

つまり仲良 くなろうとしていません。 これ

はとても良 くないことだと思います。彼 だ

って大切 な人です。」それから彼女は皆が彼

と仲良 くし，彼が 自分 自身にとってまた彼

らにとってどんなに大切 な存在であるかを

わかってもらえるよう努力すべきであると

言いました。生徒 たちは皆，彼女の意見に

賛成 しました。 さらに彼女は，みんなでい

くらかずつお金 を出し合 い，彼 にク リスマ

スプ レゼン トとして上着 を贈 ってはどうか

と提案 しました。みんなはこれ にも大賛成

しました。彼らのこの努力が成功 したかど

うかをわざわざ伝 えるには及びません。 そ

の結果は彼の目に，彼の歩き方 に， そして，

彼の笑顔 に表われています。彼の生活が変

わったことはだれの目にも明らかでした。

彼の歩 き方は少 し堂々としてきました。 ま

た人々の目を見て，ほほえみながらやさし

くあいさつを交わす ことがで きるようにも

なりました。

ある日，私は自分 の机の上 に次の ような

メモを見つけました。「きょう，お祈 りを希

望する人がだれもいなければ，私 にさせて

ください。」そして彼 の名前が書 いてあ りま

した。不思議なことにその 日に限ってだれ

もお祈 りを申し出る人がいなかったので，

私は彼 に頼み ました。彼は目も閉 じず，腕

も組 みませんでした。頭 も下げなければ私

たちが普通お祈 りをするときのような格好

は何 ひとつしませんで した。彼 は両手を下

げたまま天井 を見上げて言いました。「ああ

神様，私 たちをお助け ください。アーメン。」

笑 う人はだれ もいませんでした。だれも何

も言いませんでした。それは彼 にとって ま

たクラス全員にとって本 当にすばらしいお

祈 りだったのです。

ク リスマス休暇の始 まる2，3日 前，彼

を助 けることを提案 した若い女性が， きれ

いに包装 されたクリスマスプ レゼントを持

ってクラスにやって来て， また話 し合いの

時間 を作 ってほしいと言 ってきました。彼

女は立って 自分の提案を快 く受 け入れて く

れたことに対 して感謝の言葉 を述べました。

それか ら彼女 は少 しの間，生活状態 や家庭

環境，学歴，評判などに関係 なく人は皆 そ

れぞれ個人 として大切 な存在 であることを

話 しました。最初 は不信感を抱 いていたそ

の若者 も，彼女が自分 に新 しい経験 をさせ

ようとして くれていることに気づいたよう

でした。 それから少 しして，彼女は彼の腕

に手 を回し，彼を自分 のわきに立たせまし

た。そ してみんなが彼 にどんなに感謝 して

26
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いるか， また彼がクラスにとって どんなに

大切な存在 であるかを話 しました。彼女 は

みんなが本 当に彼 に感謝 していること，友

達 になれて喜んでいることを伝 えました。

彼はすでに目に涙 を浮かべていました。私

もそ してクラスの生徒全員が そうで した。

それから彼女がプ レゼン トの包みを彼 に手

渡すと，彼の 目にはまた涙があ・言・れてきま

した。少 しして，クラスの別の男の子が言

いました。「さあ!開 けてみて。」

ゆっく りとていねいにそして紙を破 らな

いように細心の注意 を払 いながら，彼は包

みを開け，すば らしいジャケ ットを持ち上

げました。彼の顔 には感謝の気持 ちが表 わ

れていました。クラスの人たちも同じ気持

ちで した。 それからまた同じ男の子が言 い

ました。「さあ，着 てみて!」 彼 はファスナ

ーをはずすとジャケ ットの両そでにゆっく

りと腕を通 しました。そ して着終わると涙

を浮 かべなが らも， うれ しそうな笑顔 をみ

せました。 こうして彼は5月 の最後 の週ま

で， このジャケッ トを毎 日着てきたのです。

彼の生活の中 に以前には決 して起 こり得

なかったことが起 こったのです。そうです。

だれかがくれたプレゼン トに，今 まで彼が

受けたこともない感謝 と愛が込められてい

たのです。 あとになって私 たちに話 してく

れたことですが，彼は14歳 のときに， たっ

た一度 クリスマスプ レゼントを もらっただ

けでした。 それもたった1個 のオレンジで

した。

言 うまで もなく， この若者の生活は変わ

りました。彼 は学校の授業 も楽 しく受 ける

ようになりました。 またいろいろな活動に

も参加 し，他 の生徒 からも好 かれるように

な り，大勢の友達 がで きました。話がここ

で終わればこれはすばらしい物語として伝

わ り，人の価値 というものに気づいたその

若 い女性が奇跡を行なったということにな

るで しょう。 しかし奇跡 はまだ続 いたので

す。その後， その若者 は伝道 に出，神殿結

婚を して今ではふた りのかわいい子供の父

親です。そして彼の異父姉妹 も神殿 で結婚

しました。彼女 とご主人はふた りとも教会

で活発に働いています。3番 目の異父兄弟

も伝道に出て，大学 も立派 に終 えています。

そして彼 らの母親， そう，あの母親 は， 自

分 の息子の価値 を認 めてくれ，素直 に気持

ちを表わしてくれたあの若い女性 のことや

他のいろいろなことを毎晩天父 に感謝 して

いるということです。さらに彼女 は悔 い改

めと赦 しの偉大な原則 を天父 に感謝 し，教

会の会員 としていられることをうれ しく思

っています。 また家族が変 わるように助 け

てくれたや さしい救 い主を天父が与 えてく

ださったことに感謝 しています。そして今

彼女は， ワー ド部扶助協会の書記として働

ける特権 と，扶助協会の姉妹 たちの愛と親

切 を天父に深 く感謝 しているのです。

確かに彼は 「特別 な人」で した。 またク

ラスの人々 も特別 な人たちでした。 このす

ばらしい分 かち合 いの経験を通 して，私た

ちは偉大な教訓を得 ました。そして，予言

者ジ ョセフに与えられた 「人の値は神 の前
おぽ

に大いなることを憶 えよ」(教義 と聖約18：

10)と い う救 い主のあの力強い言葉の意味

をより確かに，よ り深 く知 ったのです。
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七十人第一定員会会長会

カー ロス ・∈・エイ シー

小宝告禦函磁 轟 塁忠露壼
きと話 して くれる先生がいました。 そのた

めに，私 はすっか りその話のとりこにな り，

自分がその騎士たちのひとりになったよう

なつもりでいました。

ある晩，私 は自分 が白い騎士になり， 白

馬にまたがって緑 に囲まれた英国の田舎 を

かけまわっている夢を見 ました。す ると，

何の前ぶれもなく突然，黒い武具 を身にま

とい黒い馬に乗ったひとりの騎士 が，森のは

ずれ に姿を現わしたのです。私 たちはお互

いに注意深 く相手の様子をうかがい，や り

をおろず と馬を全速力で駆 りながら向か っ

ていきました。 やりはお互いを打ち，ふた

りとも馬から放 り出されてしまいました。

こうなっては剣を抜いての一騎討 ちにな

ることを悟 って，私は急 いで立ちあが りま

した。敵がきらりと光 る長い剣を振 りかざ

して襲 ってくるのを見て，私 は恐れをなし

ました。本能的に私は手を腰 にやり， さや

から剣 を抜きました。私の夢が悪夢 となっ

たのはこのときです。というのは，武器 と

して私が手にしたものはあの長いきらりと

光る剣ではなく，小さな役 に立ちそうもな

い短刀だったのです。私は助けを求めて叫

びながら，恐ろしさのあまり汗びっしょり

になって 目をさましました。

この恐ろしい体験をして以来，私は幾度

となく聖徒 たちの，特 に若 い末 日聖徒の奉

仕の能力について考 えさせられてきました。

神が私たちに奉仕の召 しをお与えになると

き， あなたはさやの中にいてすぐに抜かれ

る状態にあるでしょうか。主が悪の力 に対
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C*OC*つC*つD口C掌 ◎qqqつq4C*OC*QC十QC絢C絢q口qQqp

主が悪の力に対抗する武器とし

てあなたを抜かれるとき，主の

手にあるものは光輝く長い剣で

しようか。

C*つq口qつDK》C*=》 α 口C*つ αOC*OC十Qq口C*3C十 く⊃C*⊃C*つC*つ

抗する武器 としてあなたを抜 かれるとき，

主の手にあるものは光輝く長い剣でしょう

か。それ とも役 に立た ない短刀 でしょう

か。

与えられた機会

私 はかつて，なぜ神 は人類の救 いをご自

分の手中において，確実に救いを保証する

ようになさらないのだろうかと考えたこと

があります。なぜなら神は全能 であ り，す

べての男性，女性が教会に加わるという確

信 をもって ご自分の声を地の表にとどろか

せ，メッセージを、ζ・れ回ろうと思えばそれ

も可能だからです。 また主は必要な神殿を

すべて建て，必要なすべての系図探求を行

ない，他のあらゆることをご自分ひとりで

完全 に， しかも少 しの無駄 もなく行 なうこ

とができるのです。確かに神はそれらをか

弱い人間の力や援助なしに，ひとこと命令

するだけですべてなし遂げることができる

のです。

しかし，イエス ・キ リス トに対 する私の

理解が深 まるにつれ，主がそれ を皆 ご自分

でなされるというのは愚かなことであると

わかってきました。つまり天父がすべてを

ご自分の手中におさめ，伝道や神殿の仕事，

その他神権 によるすべての業 をなされると

した ら，(1〉 天父はこの世 の創造 に先立 っ

てル シフェルが提案 した と同様 の方 法で

私の 自由意志を侵す ことになるでしょう。

(モーセ4：1-3参 照)ま た，忍耐心が

なく，何事 も完壁 になされないと気のすま

ない父親が，息子 を押 しのけてすべて自分

の思 い通 りにやることによ り本人の成長の

機会 を奪 って しまうように，く2)私 たちの

霊的 な経験 を奪 い去 って しまうことになる

のです。 このようなことから， また福音を

もっとよく理解することによって，私 はひ

とっの結論に到達 しました。全能 の愛ある

御父は，子供 たちが成長 し，学び，御 父の

ようになれるよう， ご自分 のみ業 に私 たち

を加えさせてくださっているということです。

反対の力

世の初めから，天父はご自分 の子供 たち

を通 して聖 なる目的を成就 して こられまし
あがな

た。瞭 いも御父の独 り子 を通 してもた らさ

れました。 もうひとりの息子 アダムは，全

人類の父 とな りました。モーセはイスラエ

ルの民を束縛か ら解放 しました。また近代

においては ジョセフが回復の予言者 とな り

ました。 これらの人々は皆，神 のみ手にあ

る代理人あるいは器 となって神 に仕 え，「人

に不死不滅 と永遠の生命 をもたらす」(モー

セ1：39)と い う神の目的を遂行 する力と

なったのです。彼 らはいずれも聖 められ，

その過程 にあっては御父の属性を身 につけ

るようにな りました。

神の他の、冒、子たちは別の声 つまり反対の

声に聞き従い，あの追放 されたサタンの手

先 とな りました。これは 「人を欺きだまし，
ヒ リ こ

・すべての者を欲するままに虜となす」
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(モ ーセ4：4)と い うルシフェルの約束の

成就でした。サタンはみずか ら戦 って，光

よりも暗やみを好んだ人々に自分の規則を

ゆきわたらせ ると警告 していたからです。

サタンはカインの手を借 りて殺 人を犯 し，

(モ ーセ5：17-35参 照)，コラホルの声を借

りて反キリス トの教義 を説きました。(アルマ

30：6-21参 照)ま たシェレムの博学 さと

言葉の巧 みさを悪用 して，二一ファイ人の

間に疑いの種 をまかせ ました。(ヤコブ71

1-20参 照)カ イ ン，コラホル， シェレム

のいずれの場合 もサタンに屈 し，不義の手

先 となって しまいました。 しかし最後に，

彼 らは皆誘惑者サタンに見捨 てられ，地獄

に落 とされるままにされたのです。(アルマ

30：60参 照)

目分自身を神に捧げる

使徒 パウロは，人の心 にある生 と死の葛

藤 をはっきりと理解 していました。彼は救

い主 と聖徒，ル シフェルとその軍勢の両者

を改宗へと導 くプログラムを知 っていまし

た。 そこで彼 はローマ人 に次 のような忠告

を与 えたのです。

「また
，あなたがたの肢体 を不義の武器

毒
聖徒 の道/1984年3月 号

として罪にささげてはならない。むしろ，

死人の中から生かされた者 として㍉ 自分 自

身を神 にささげ， 自分 の肢体 を義 の武器 と

して神にささげるがよい。」(ローマ6：13)

さ らにこうつけ加 えています。「あなたが

たは知 らないのか。 あなたがた自身が，だ

れかの僕 になって服従するなら， あなたが

たは自分の服従するその者の僕であって，

磁
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躍

死に至る罪の僕 ともなり， あるいは，義 に

いたる従順の僕 ともなるのである。」(ロ ー

マ6：16)

服従 とは自らを捧 げることです。 ここで

まず問題 となるのは，あなたがたは義の さ

やの中にいて神 のみ手 によっていつ抜かれ

て も良い状態 にあるかということです。ア

ルマとモーサヤの息子 たちは不従順 な行な

いによって， 自分 自身を悪の さやに収 めて

しまいました。そして悪の手が彼 らをその

さやから抜いて，彼 らを神 の教会の妨害者

としたのです。サタンに支配 されたこの時

期を，アルマはのちに 「苦汁 を飲 まされ」

「罪の縄 目にしばられ」「底 なしの暗 い穴の

中」(モ ーサヤ27：29)に い るようなものと

述べています。

奇跡的 な改宗をしたあと， アルマとその

友人たちはさやを替 えました。彼 らは自分

たちの罪を告 白し，害を与えた人々 に償 い

をし，人々に平安 をもたらしました。モル

匪巨1霜

モン経 には次のように記 されています。「か

れらは神 の御手に使 われて多くの人 に真理

とかれ らの貝費い主 の事 を知 らせ たので あ

る。」(モ ーサヤ27：36)

私 た ちがサタンの さやに収 まるのは， ほ

んのちょっとした一見何の害悪 もないよう

な罪がきっかけとなるのです。たとえば，

1本 のタバコ，いかがわしい考え，少 しモ

ラルを欠いた話，一杯 のお酒，ちょっとし

たうそ，たった一度見た性 を描写 した映画

などがそれです。 しかしそのような罪が徐

徐 に増 えていき，気がっいたときには，サ

32
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タンの方向に進んで しまっているのです。
つか

そして罪を犯す度 にその人の剣の柄はルシ

フェルの手にぴったりと合 うように形作 ら

れていくのです。

それとは対照的 に，正 しい信 念に導 かれ

た信仰 や悔い改め，善行は，人を神の革 ひも

でしっか りくくられたさやへ と導 いてくれ

ます。

聖典を愛 し，教会 に出席 し，奉仕プ ログ

ラムに熱心に参加 し， 日々正直な祈 りを捧

げ，両親 を敬 う若者たちは， いつでも義 の

働 きのために出ていける人々です。 このよ

うないづで も役 に立てる準備のできた状態

は，神の武具である剣の柄 と神 のみ手が徳

によってひとつになるときに生まれるもの

です。

輝く剣か役に立たない短刀か

次に間題 となるのは，主が戦うためにあ

なたをさやから出すとき，主が手 にするの

は長 い光輝 く剣 か というこ とで す。 もし

私 が騎士 で，戦 いに備 えているとしたら，

自分の商売道具 を慎重 に選、蛍でしょう。そ

して道具 のリス トの一番 目に，丈夫で先の

鋭 いきらりと光る剣 をあげるでしょう。そ

れも少 しの刃 こぽれもなく鋭 くみがきあげ

られた剣，私の手 にぴったりと合 う，手 の

延長のような剣です。私 はあまり信用のお

けない役立たずのちっぽけな武器のために

負けたくあ りません。 それ に比べて長 い光

聖徒の道/1984年3月 号 33
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輝 く剣は光 と力を反映 し，それを使 う人の

心 に自信を起こさせ，敵の心 に恐れを抱か

せるのです。

強く，鋭く，完全な剣

初期の時代のエルサ レムの人々にとって，

大祭司の中庭で3度 キ リス トを否定 したペ

テロは，役に立たないつまらない武器のよ

うに見えたに違いありません。(マタイ26：

69-75参 照)し かし改宗 したペテロは，五

旬節の 日にユダヤ人の前 に立 ち， 自らを神

のみ手に置いて光輝 く剣の力 と確信を もっ

て証 をなし，3千 人 もの人々の心 をとらえ

たのです。(使 徒2章 参照)

ペテロのこのような勇敢 さは何の努力 も

なしにひとりでに身についたものではあり

ません。ペテロは試練や誘惑その他 「精練

の火」 と言われるようなあらゆる事柄 に試

されてきたのです。 しかし彼 に敵 対 する

人々の熱も彼を焼 き尽 くすことはできませ

んでした。 その熱はけがれた もの と欠点を

焼き尽 くし，精練 された純粋 な性質 だけを

残してくれたのです。彼 はみがかれた強い

義の剣 となって苦悩の炉の中から出て きま
はがね

した。その鋼 のように強い性格が彼 に最後

まで使命 を果 たさせたのです。

五旬節ののちのペテロは， よみがえられ

たキリス トを証する鋭 い心の持ち主 とな り

ました。聖典 には彼の言葉が，彼 を殺 そう

とした人々の 「胸 を痛 めた」 ときのことが

記 されています。(使徒5：33参 照)疑 いも

なく，そのような心の鋭 さは熱心 な勉強 と

断食，祈 りによって もたらされたものです。

私たちは，奇跡や啓示は主の清 い器 を通

して与えられ ると教 えられてきました。(m

二一ファイ8：1参 照)ペ テロはその心の

清 さのゆえに，天使の手により牢獄から解

放 されました。 またその清 さのゆえに彼 は

病人をいやし， ドルカスを死か らよみがえ

らせることができました。(使徒9：36-43

参 照)さ らには，異邦人に福音 を広めるこ

ととなった示現 をも見 ることがで きました。

剣が人を救えるかどうかは， その剣の強

さ，鋭 さ，純粋 さ， そしてその剣を握 る手

に関係 があります。私 たち人間 にも同 じこ

とが言えるので はないでしょうか。

祈 り

私は， 自分 自身を純粋 に清 く保 ち，専任

宣教師として伝道 に出，神殿結婚 をする備

えをしている若者 のことを聞 くと，胸 が躍

ります。彼 らの 「義にいたる従順 さ」はす

べての人々にとって霊感 とも言えるもので

す。確かにこれら勇気のある人々 は，「彼 ら

のつき従 う事 を欲する者」 から，父の持て

るすべてのものを報いとして受 けるのです。

(教義 と聖約29：45;84：38参 照)

私 は教会の若者たちに，真理 に対 して単

に傍観するだけでなく，実際に行なう人 と

なっていただきたいと思います。 また常に

自らを神の方に向け，神 のさやに収 ま り，

抜 かれていつでも行動に移れるように願 っ

ています。それ以上 に， あなた方が義の光

輝 く剣 となるた めに，性 格 に強 さを，心

に鋭 さを，そして清 さを求めるよう常 に願

っています。 そうすることによって，神が

暗黒の力 に対抗するためにあなた方 を引き

抜 くとき，そこには少 しの戸惑い も失望 も

なく，悪夢のようなことは何 ひとつ起 こら

ないのです。
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十二使徒定員会会員

マ ー ビン ・」・ア シ ュ トン

私
たちは将来 について考 えてみた場合，

一見
，難題 に見えて実 はすばらしい

機会 にな り得 るものがいくつかあ ります。

中でも，真理 を知 り，その真理 に従 って生

きる必要があることを言葉 と行 ないの両方

で示すことは，その最たるものと言えまし

ょう。聖典にはこのように記されています。

「もしわたしの言葉の うちにとどまってお

るなら， あなたがたは， ほん とうにわたし

の弟子なのである。 また真理 を知 るであろ

う。 そして真理 は， あなたがたに自由を得

させるであろう。」(ヨ ハネ8：31-32)

この聖句 は当時 と同様，今 日の私 たちに

もぴった りあてはまります。 この 目標に到

達 するためには， まず私 たち自身が正直な

生活をし， それから人々に正直になること

を教 えなければなりません。私 は，信仰箇

条第13条 が 「われ らは，正直……なるべき
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こと……を信ず」 という言葉で始 まってい

るところに意味があると思 います。

私 はこれまで，ハイラム ・スミスに対す

る愛の理由にっいて述べた救 い主 のすばら

しいメッセージを幾度 とな く読み，深 く考

えてきました。「また，われ誠に汝に告 ぐ，
さいわい

わが僕ハイラム ・ス ミスは幸福なるかな。
ゆえ

主なるわれは，彼 の心実直なる故 に彼 を愛

す。」さらにこう付 け加 えられています。「ま

た彼 はわれの前に義 しきことを愛 する故 に

われ彼を愛す。」(教 義 と聖約124：15)

私 たち一人一人が，救い主 イエス ・キ リ

ス トにそのように言 っていただくには，何

をしなければな らないでしょうか。救い主

の前に義 しきことを教 え，それ を分かち合

うにはどうすればよいでしょうか。私 は，

完全 に正直になることを教えることにより，

それが可能になると申し上げたいと思いま

す。私の言いたいことをもっとよくわかっ

てもらうために，少 し分 けて話 してみまし

ょう。

まず第1に ，私 たちは自分 自身の生活を

正直なものにしなければな りません。 自分

自身に対 して完全 に正直になろうと決心す

ること，すなわち真の高潔 さを身につける

決心をすることほどすばらしいことはない

でしょう。悪びれた態度でふるまうことを

やめ， 自分 自身に心か らの誇 りを持 ってく

ださい。 自尊心を高め，態度や人柄 を良く

し，特 にあなたの行動面のすべてにおいて
はぐく

正直 さを育 んで ください。あなたは，どれだ

け多くの人々に見られ，手本 とされている

か知 らないかもしれません。 しか し行 ない

によって教 える誠実な人の模範 にすべての

人が従 えるよう，私たちはそれ ぞれの生活

にあって常に正直でなければなりません。

人々はあなたの誇 りや忍耐心 に期待 し，あ

なたに正直の原則を応用 してもらいたいと

思 っているのです。 また時 にはひそかに見

守 りながら， あなたがそれ を無視 しないよ

うにと願 っているのです。そ して，今度 は

自分たちが積極的に人々の模範 となって影

響 を与えられるよう，彼 らはあなた自身に

またあなたの模範に頼 って いるのです。そ

のためにも自分 自身に対 して正直であって

ください。

人々に私たちの態度や行ないを見てもら

い， 自分の示す模範 によって人々の心 を高

揚させ，人々を導いていけるとしたらどん

なにすばらしいで しょう。私 はかつて，あ

る聖餐会 に出席 し，話 をする機会がありま

した。そのときのことは決 して忘れること

ができません。 その会の司会者 だった監督

会の人が，私 をその晩の話者 として紹介 し，

それから異例のやや長たらしい紹介をしま

した。

「兄弟姉妹
，私はこれからアシュ トン長

1老 と自分 のことについて話 そうと思います

が， アシュトン長老はそのことを聞かれた

らきっとが っかりなさるでしょう。というの
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は，私は長老がかつてある受刑者の人々に，

次のように話 されているのをうかがったこ

とがあるからです。『皆さんがこの刑務所 を

出て普通の生活に戻 ったら，前科者である

ことを弁解 したり， 自慢 した りしないでく

ださい。過去 のことは考 えず， そこか ら新

しい人生 が始 まると思 って歩 んで くださ

い』と。皆さんの多くはご存 じないと思 い

ますが，実は私はユタ州立刑務所 を出た前

科者なのです。6年 ほ ど前のことですが，

私がアシュ トン長老 にお目にかかったとき，

長老は社会奉仕事業部のもとで行 なわれて
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いた受刑者のプログラムの責任 を受けてお

られました。それから数週間 して長老ど親

しくなった私 は， 自分が長距離走者であっ

たことを長老に話 し，年 中行事である7月

24日 の ソル トレーク ・シティーマラソン大

会 に出席 するチャンスがない ものかどうか

尋 ねました。アシュトン長老は私を励 まし，

私 がその 日一 日出所 してその レースに出ら

れるように所長 に話 してみようと言 ってく

れました。それか らしばらくして，所長 は

ア シュ トン長老が私 について責任 をとって

くれるならという条件で承認 して くれたこ

駄

、

＼

ノ
＼.
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人々に私たちの態度や行ないを見

てもらい，自分の示す模範によっ

て人々の心を高揚させ，人々を導

いていけるとしたらどんなにすば

らしいで しょう。

曙oo絨G9絨GD絨eg絨eo絨eg縦09縦G⊃ 絨GO絨G

とを長老から聞 きました。アシュ トン長老

はその責任 を引き受 けてくださったのです。

私 は1971年7月 のマ ラソ ン大会 を決 し

て忘れることができません。外 は非常 に暑

く，コースもチャレンジに富み，私の健康

状態は決してベス トではありませんで した。

私 にできた唯一の準備 は， 自由時間に刑務

所 内のグラウンドを走ることぐらいでした。

レースの中ほどで，私 はす っか り疲れ果 て

てしまいました。すねは痛み，両足の底 に

はまめができていました。私 はもうやめよ

うと思 いました。それ以上続けられそうも

なかったからです。 ところが棄権 しようと

したまさにその瞬間，私の頭 をひとつの考

えがよぎったのです。『アシュ トン長老 をが

っかりさせてはいけない。お前 を信頼 して

くれているんだ。』私 はどうにかコースの終

盤 まで耐え抜きました。 そして，そこで も

また棄権 したいほどの疲れ を感 じました。

しかしまた同 じような気持 ちになったので

す。『やめ，てはいけない。アシュトン長老を

喜ばせたくないのか。』

こうしてやっとレー スは終 わ りました。

私は，上位25人 の中に入 りませんでしたが，

とにかく最後までや り通 したのです。 レー

スがすむとすぐに私 は約束 していた通 り刑

務所 に戻 りました。 アシュ トン長老 は私が

レースを最後 までや り通 したことを， また

私 のような友人 を持 っていることを誇 らし

く思 うと話 してくれました。人様 から誇 ら

しく思われたのは生涯で初めてのことでし

た。少々得意になったことを覚 えています。

このマラソン大会後，間 もなくして私 は

出所 しました。 それか ら1年 後，私 はひと

りの美 しい女性 と出会い，すばらしい交際

を続 けました。 そして数 カ月後，私たちは

アシュ トン長老 に付 き添われて神殿 に入 り，

彼の手 により結婚 し， この世 から永遠にわ

たって結 び固められたのです。

それから6年 たった今夜，私 はこうして

皆 さんの監督会の一員 として働 けます こと

を誇 りに思 ってい ます。」

私 たちは自分の生活にあって， 自分の前

にいる人，後 ろにいる人，隣にいる人 を決

して失望 させないようにしたいものです。

私 はかな り長 い期 間にわたってユタ州立刑

務所 を訪問 してきました。私 がこれまで得

た親友の何人かはそこで親 しくなった人々

です。私 は訪 問のたびに学ぶことがあ り，

訪問を楽 しみにしています。そこでは，個

人の誇 りや善行，人とな りについていろい

ろ知 ることができます。

あるとき，私は刑務所の所長 にこう尋ねま

した。「この刑務所 には 『更生不可能』の部

類 に入る受刑者 はどれ ぐらいいますか。」そ

の刑務所 は，実際600人 しか収容で きない建

物に，800人以上 もの受刑者がいて満員の状

態だったのです。その うえ職貫 を相手 にい

ろいろ問題 を起 こしている受刑者が大勢い
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ました。私 はある日，刑務所内の庭で何人

かの受刑者 と一緒 にいて，ひとりの男性の

胸 に 「生 まれつきの前科者」 といういれず

みが してあるのを見つけました。彼はそれ

を証明するのにやっきになっている様子で

した。 ところが， ユタ州立刑務所 内で更生

不可能 の部類 に入 るのはたったひとりであ

ると所長が言 うのです。私は意外 に思って，

所長にその人の ことについて尋ねてみ まし

た。その受刑者は毎 日，23時 間40分 を独房

で過 ごし，他 のだれ とも接触 することので

きない人で した。彼 は精神異常で も何 でも

なく， ただがんこ者であるというだけでし

た。「彼 には自由を与 えてあげられないので

す」と所長 が話 して くれました。「彼の食事

は鉄格子越 しに独房 に差 し入れられます。

その独房 には トイ レとベ ッドがついてお り，

彼 はシャワーを浴びに連れ出される20分 間

以外 はずっとそこで過 ごさなければならな

いんです。前に他 の受刑者 と同室 させたん

ですが， ひとりをナイフで刺 して しまいま

してね。また自由が与えられれば同じこと

をしかねませんからね。」

彼 には個人 としての誇 りも善行 も忍耐心

も何 も・ないのです。彼が個人の人生で達成

しようとしている唯一 のものは， ナンバー

ワンになること， それも「可能性のない男」

としてのナンバーワンになることなのです。

私 たちもこの話 から教訓を得なければな

りません。誇 りや善行，忍耐 という非常 に

大切な徳の面でナンバーワンになれるよう，

すなわち自分 自身に対 し，人々 に対 してま

ったく正直になれるよう生活を築 いていき

たいものです。

第2に ，交 わるすべての人々に対 して正

直な心を育み， それを実践 していかなけれ

ばならないということです。友人関係 や接

するすべての人々 との間で，表面的にでは

な く，言葉 と行 ないのすべての面 で正直で

なければなりません。私 たちが自分の名誉

にかけて約束をす る場合 はそこに私たちの

すべての良 さが表われ るのです。

教会の偉大な指導者 カール ・G・ メーザ

ー(ブ リガム ・ヤングアカデミーの初代学

長)は ，私 たちは皆いろいろな折に，個人

的な利益 と正 しいとわかっている事柄 のど

ちらかを選択する必要 に迫 られることを強

く感 じていたようです。善 を選 ぶときに，

私 たちは自分 自身に対 して， また人々 に対

して正直になります。彼はかつて 「名誉 を

かけた約束」 とはどういうことかを尋ねら

れたことがありました。それに対 して彼は

こう答 えています。「私 をずっと遠 くまで続

く，非常 に高 くぶ厚い刑務所のへいの中に

置 いてごらんなさい。私 にもどうにかすれ

ばそこから逃 げ出すことはできるはずです。

しかし私 を床の上 に立たせ， そのまわ りに

チ ョークで線 を書き，私 に名誉をかけてそ

の線 を越 えないと約束 させてごらんなさい。

私 はその線 を越 えるで しょうか。 いいえ，
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決して越えません。 それよりも死を選ぶで

しょう。」

この教会 を代表する私 たちは， このこと

に特 に注意を払わなければなりません。私

たちはいかなる人をも欺いて はな りません。

自分 にあるまじき行為 はしないことです。

私たちが自分 自身に誇 りを持 ち自分 自身に

正直であれば，接す る人々には自然 に正直

になれるはずです。

臨

第3に ，仕事 の面 で正 直になるというこ

とです。「一 日分 の給料 に見合 う一 日分 の正

直な働 き」，こう昔か ら言われてきています

が， これは決 して古びた時代遅 れの言葉で

はあ りません。私 は自分の仕事 が好 きなの

で早 く仕事場 に行 きたくな ります。私 たち

は皆そのような気持ちを持 っべ きではない

でしょうか。仕事 に対 する良くない態度 は，

仕事の内容に影響 します。たとえば，自分の

仕事 に対 してどうせ一時的なものという見方

をしていると，いろいろな折にそれが表 に出

てきます。私 たちは，夏 の間だけ，学費を

かせ ぐ間だけ，あるいはもっといい仕事 が

見つかるまでのほんの短 い間だけの仕事 な

のだと考えるかもしれ ません。 あるいはま

た借金 を返すため，伝道 中の息子 を援助す

るために働 いているのかもしれません。一

時的な仕事 という考 え方 になってしまう理

由 はたくさんあ りますし，理由それ 自体 は

悪 くはないのです。不正直になる危険性 を

含 んでいるのは， その結果 として表われる

態度なのです。「ここにずっといるわけじゃ

ないんだから， このお客 にはそんなに誠実

に，ていねいに接することはない」 といっ

た態度がそれです。 またこう言 う人もいま

す。「だれにもわか らないんだからこの仕事

が完成 しなくても大丈夫。一生 ここで働 く

わけじゃないんだから……。」これ らは怠け

者の考 え方です。 このような考 え方を持 っ

ていると， その人の将来の成功 に影響 をお

よぼすような危険 な生 き方が 自然 に身につ

いて しまいます。

教義 と聖約51章16-17節 に，エ ドワー ド・

パー トリッヂ監督の要請 に対 して予言者 ジ

ョセフ ・スミスが受けた啓示が記 されてい

ます。当時聖徒 たちは，転々としなが らも，

西部への移住の途 中にあるこの一時期に，

テン トを張るよりも家を建 てるべきか どう

か迷 っていました。 この疑問に対 して，主

は非常に明確 に答 えておられます。
しか しぱ
「而 して暫 しの間

，われ この地を彼 らの
ため

為 に聖 くし， われ主が彼 らのため他 に所 を

備 えて， ここより外 に行 くを命ずるまでこ

れを彼 らに与うべ し。 されど， その 日もそ

の時も彼 らには示 されず。 その故 に彼 らは

この土地 の上 に数年間の働 きをなせ。 さら
た め

ばその働 きは彼 らの利益 にならん。」

私 たちはどんな立場 にあっても，正直か

つ高潔で，私 たちの名前を汚すことをすべ

きではあ りません。主が提案 してお られる

ように，常 に何年間 もいるようなつ もりで
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働 くべ きです。結局 は私 たちのなす働 きに

よって どのような人になるかが決 まるので

す。仕事場 にあって，私 たちは自分 自身の

模範 によって正直であることの大切さを教

えることがで きます。仕事場で熱心に働か 、

なかった り，時間 を浪費 したりしている人

人 にとって毎 日は長 く感 じられるで しょう

が，正直な心で仕事 にあた り達成する人々

には満足感があるものです。

ある依頼 されていた従業員 に，会社 から

大金 を盗む手伝 いをして くれ るよう話 をも

ちかけた不正直者の話があ ります。その従

業員 はずっと断わ り続 けてきたのですが，

2億 円 という金額 を提示されてついに首を

たてに振って しまいました。

こうして、&・た りでうまく大金を盗んだあ

と，犯人はその従業員 に報酬 として2万 円

を差 し出 しました。その従業員は怒 りまし

た。怒 りに満 ちた声で従業員 はこう言 いま

した。「私 を何 だと思 っているんだ!」 この

犯罪を計画した男 は軽べつ しきった声 でこ

う言いました。「あんたが どんな人かはもう

わかったよ。罪人 には一体 いくら払ったら

いいのかね。」

蕪

4番 目に，私 たちは何 よりもまず神 に対

して正直でなければな りません。・私たちは

神が生 きておられ，私 たちを助けて くださ

ることをよく理解 しなければなりません。

私 は何年 にもわた り， いろいろな問題 に対

処するのに必要な答 えを神 から得 るように

教わってきました。私 たちがみたまに波長

を合 わせ，神 を呼 び求 めるならば，神 は私

たちのなすすべての面 で助けを与 えてくだ

さるのです。家族 のことやいろいろな人間

関係のことで，私 たちは皆神 を交 えて将来

の計画 を立てる必要があります。神を私 た

ちの先輩のパー トナー とするときに，私 た

ちの生活はすばらしい成功に満ちたものと

なるで しょう。

少年 ジ ョセフ ・ス ミスは，神に対 して正

直 になるという偉大な模範を示 してくれま

した。1820年 のある春 の朝，彼は天父に対

して 自分の最 も正直な気持ちを打 ち明けた

のです。 その結果，彼は 「こはわが愛子な

り，彼 に聞け」 という答 えを受け， この神

権時代 に完全 な福音 を回復することとなっ

たのです。わずか14歳 の一少年の完壁 に近

いまでの正直さは，近代の他 のいかなる出

来事 にもまして今 日の私たちに大 きな影響

を与 えています。

正直さは私 たちの生 き方そのものです。

それは公 に人々に発表するものでも宣言す

るものでもあ りません。人々と接 するとき，

あるいは仕事場 にあって， また神 と共 に一

歩一歩身につけていく徳 なのです。正直で

あるということは，他 の何 ものでもない，

私 たちが果たさなければな らない義務 なの

です。
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小ざなお友だちへ

しちい助 にん だい いち ていいん かい かいいん デイー 触 う

七十人第一定員会会 員のフラ ンク リン･D･リ チャーズ長ろ う
し ま い

に,ジ ャ ネ ッ ト･ピ ー タ ー ソ ン姉 妹 が イ ンタ ビ ュー しま した 。

ち よう

リチャーズ長 ろうのフラ ンク リ
デイ　 な ま え

ン･Dと いう名前 は,お じいさんの
なま え おな

名前と同じです。おじいさんは,す
ねん

ばらしいせんきようしで,50年 もの
し と

あいだ,使 徒としてはたらきました。
かあ

お田 さんの レテ ィシァ･ペ ア リー は,
か だい

5さ いのとき家ぞくといっしょに大
げん

へい原をこえて,ユ タへやってきま
か

した。 レテ ィシア･ペ アリーの家ぞ
ジエイ だい

くは,ヒ ーバー･J･グ ラン ト大か
ちよう とう

ん長のお父さんの,ジ エデダイア'
エム き

M･グ ラントからふくいんを聞いた
ちよう

のです。リチャーズ長ろうはすっと,

エム

おじいさんやジエデダイア･M･グ

ラントのでんどうのことを,す ばら
おも

しいなと思っていました。

フランクリンは,8さ いのときリ

ューマチねつにかかりました。おい

しゃさんは,/8さ いくらいまで しか
い

生きられないだろうといいました。

しかしフランクリンは,し ゆくふく
なか なが い

しのしゆくふくの中で｢長生きする｣

というやくそくをうけました。｢わた

しは,い つもおいしゃさんよりも,

しゆくふくしをしんじていました。｣
ちよう い ま

リチャーズ長 ろう は,今82さ いです。一
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ちよう

た。リチャーズ長ろうはまだそのレ

シートをもっています。そのころの
たい きん

75ド ル は,大 金 で した。フランク リ

ンは,と てもよくはたらいたのです。
かよ

フランクリンの通ったハイヌクール

は,ウ ィーバー･ア カデ ミーという,
きようかい がつこう

教 会 の学校 で した。ウィーバー･ア
こうちようせんせい だい

カデミーの校 長 先生は,の ちに大か
ちよう オ　

ん長になったデビッド･○･マ ッケ

イでした。

ハイスクールをそつぎようしたあ

と,フ ランクリンはメリーランドし
かい がつ こう い

ゆうアナポリスの濡ぐん学挾に行く

ことができるといわれました。フラ
かい がつ こう い

ンクリンは,海 ぐん学校に行こうか,

せんきょうしになろうかと,ま よい
し

ま した。｢わ た しは,知 らな いう ち
かみ

に,神 さまがオリバー･カ ウドリに

いわれたことばに,し たがっていま
こころ なか かんが

した。『心の中でよく考えてそれが
ただ

正しいことならば,わ たしにねがい
ただ

なさい。もしそれが正 しいことなら
ここ ろ

ば,わ たしはあなたの心をあたたか

くしましよう。そうすれば,あ なた
ただ

はそれが正しいことがわかるでしょ

う。｣わ た しは,で んどうのことや,
かんが

おじいさんのことを考えました。そ
おも

して,こ う思 いま した。『わた しは,
い

アナポリスに行きたいのだろうか。
い

それとも行きたくないのだろうか。｣
かんが なんにん ひ と

わた しはよく考えて,何 人かの人 と

そうだんして,と うとうでんどうに
い

行くことにしました。それからわた
き

しはおいのりをして,わ たしの気も
かみ はな し

ちを神さまにお話 しま した。す る
ただ

と,そ れが正 しいことを,せ いれい

があかししてくれました。
ちよう とう

リチ ャーズ長 ろうは,お 父さん,
かあ か きようかい

お田さん,家 ぞく,教 会のしどうし
まな

やから学んだモットーにしたがって
ちよう

います。リチャーズ長ろうのじむし
な に 　

よには,｢何 ごとも しっか りや りな さ

い｣と いうモッ トーをほっ た,う つ
き

くしい木のいたがかかっています。

｢子どものこる
,わ たしはステーキ

ちよう まな

ぶ長から,た くさんのことを学びま
ちよう

した。 わ た しの ステ ーキ ぶ 長 は,
きようかい め

教 会の召しをうけたら,そ れをしな

ければならない,と しんじていまし

た。わたしは,8さ いから18さ いま一
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イエスさまは,どうやって
かね

お金をうけとるの
はなし

お話:

にわそうじは,と ってもたいへん

で,お ひるまでかかってしまいまし

た。でも,お わったときに,パ パが
かね

やくそくのお金をくれました。
き した

ぼくは,ア ンズの木の下にすわっ
ひゃくえん だま み

て,ピ カピカの百円玉を見ていまし
ひゃくえん だま

た。百円玉は,た いようのひかりを

あてると,キ ラキラひかりました。
ひや くえん

ぼくは,お もいま した。｢ぼくの百 円
だ ま

玉だ。なんでもすきなものがかえる

ジェイ

ロー ウェ ル･J･フ エツ ツ

いち

んだ。｣そのとき,じ ゆうぶんの一の

ことを,お もいだしました。はずか

しいのですけれど,ぼ くはじゆうぶ
いち

んの一をはらいたくありませんでし

た。｢ぼくがかせいだんだから,こ れ
かね

はみんなぼくのお金だ｣と,ぼ くは

じぶんにいいきかせました。
いち

じゆうぶんの一をはらってしまっ
えん

た ら,90円 しかのこりませ ん。 それ
えん

に,イ エス さまは,10円 くらいなく
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暫 灘
騰
繊

醗

騨 羅

箋

購譲輔
箏.蕊

灘

覇…譲
み

くさんを見はっていて,ど うやって
いち

イエスさまにぼくのじゅうぶんの一
み

をわたすのか,見 てやろうとおもっ
にち び

たのです。ぼくは,日 よう日のあさ

がまちきれませんでした。
いち

パパが,じ ゆうぶんの一のようし
て

をかくのを,手 つだってくれました。

ぼくはわるいことをかんがえている
き

ので,あ んまりよい気もちではあり

ませんでしたが,パ パは,ぼ くがじ
いち

ゆうぶんの一をはらうというので,

うれしそうでした。とにかく,ぼ く
いち

はじゅうぶんの一をはらうのです。
にち び

ついに,日 よう日のあさがきまし

た。ぼくは,プ ライマリーがおわっ

たら,か んとくさんがかんとくしつ

にいるときに,わ たそうとおもいま

した。かんとくさんは,か んとくし
いち

つでイエスさまにじゅうぶんの一を

わたすにちがいないとおもったので

いち

す。じゆうぶんの一をもっていくと,

かんとくさんはよろこんで,｢か みさ

まのしゆくふくがありますよ｣と い

いました。

かんとくさんはぼくにおれいをい
いち

うと,ぼ くのじゅうぶんの一がはい

ったふうとうを,ワ ードぶのしょき.

さんにわた しました。 しよきさんが,

ぼくのふうとうをあけたときには,

ぼくは｢ま さか｣と おもいました。
ひ と かね

｢この人が
,イ エスさまにお金をわ

たすのだろうか｣と ふしぎにおもっ

たのです。かんとくさんは,ぼ くを
み

見ていたらしく,ど うかしたのかと,

たずねました。
かね

｢イエスさまは,どうやってお金を

うけとるの｣と ぼくはたすねました。

よっぽどおかしなしつもんだったの

で しよう。かんとくさんは,わ らっ

てこういいました。｢イエスさまが,
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よげんしゃヨナ
まち ひとび と

ニネベの町 の人々は,だ んだんわ
ひとび と｢か み

るい人々 になってきま した。神 さ ま
まち

は,ニ ネベの町をほろぽ して しまお

うとされ ましたが,く いあ らための
お も

さいこのチャ ンスをあ げよ うとお思
かみ

いにな りま した。神 さ まは,よ げん

しゃのヨナ をよんで,お っ しゃいま
た おお まち い

した。｢立 って,大 きな町ニネ ベに行
おおごえ

さなさい。 そ して大声 をあ げて いい
まち ひ とび と

なさい。ニネベ の町の 人々のわ るい
おこ まえ

行 ないが,わ た しの前 にのぼってき

たか らです。｣
い

ヨナは,ニ ネベに行 きた くあ りま

せんで した。｢くいあらためなければ

ほろぽされ ますよ｣な ど といえば,
まち ひとび と なに

ニネベの町の人々に何をされるかわ
かみ

か りません。そ こで,ヨ ナは神 さ ま
まえ

の前か ら,に げてい くことにしま し
ちか い

た。 ヨナは近 くのみな とへ行 き,二
とお

ネベか らはず っと遠 くにあ るタル シ
い ふね み

シ行 きの船 を見っ けま した。 そ して
ふな ふね

船ち んをはらって船 にの りこむ と,

ふな

船 そこで ぐっす りねむ って しまいま

した。
ふね で

まもな く,船 はみな とを出 ました。
かみ うみ うえ つよ かぜ

すると神さまが海の上 に強い風をお

こされたので,な みがあらあらしく
すい

ろ･なベ リに うち っけま した。｢水ふた

ち は こわ くな り,め いめい に,じ ぶ
かみ

んがしんじている神さまをよびもと
ふね

めま した。 そ して船 をか るくす るた
うみ

め に,に もつ を海 に な げす て ま し

た。｣(ヨ ナ1:5)で も,ヨ ナだ け
せんち よう

はべつで した。船 長は ヨナ をゆ りお

こして,い いま した。｢あなた はど う

してねむ ってい るのか。 おきて,あ
かみ

なたの神 さまをよぴ もとめなさい。
かみ

神 さまがわた したち をかえ りみて,

たす けて くだ さるかも しれません。｣

(ヨナ1:6)
すい

水ふたち はだ んだん こわ くな って

きて,く じをひいてだれのせいであ
し

ら しが おこったのか知 ろ うと しま し

た。 くUは,ヨ ナ にあた りま した。
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っかえます｣と や くそ くを したので
かみ

す。す ると,神 さまはさかな にめい
うえ

れいを して,ヨ ナを りくの上 には さ

ださせ ま した,
かみ

神 さまは,ヨ ナ をおよび にな りま
た おお タち

した。｢立ってあ の大 きな町 ニネベ に
い

行 き,わ た しのめ いUる とお りに,
まち ひとびと

町の人々 にい いな さい。｣(ヨ ナ3:

2)

こん どこそ,ヨ ナ は したが いま し
まち はい

た。 ヨナは,ニ ネベの町 に入 ると,

つぎのよ うによ げん しはUめ ま した。
にち

｢40日 た った ら
,ニ ネ ベ は ほ ろぴ ま

す よ 。｣(ヨ ナ3:4)し か し,人 々
なに

は ヨナ には何 もせ ず,ヨ ナの ことば

おう

をうけいれ ま した。 そ して,王 さ ま
くに じゆう だ ひと

は国 中 におふ れを 出 しま した。｢人

も,け もの も,ウ シも,ヒ ッジも,
なに

みんな何 もあ じわ って はな らない。
た みず

ものを食べた リ,水 をのんだ りして

はな らない。｣(ヨ ナ3:7)す ると,
まち ひとびと

ニネベの町の人々はつみ をゆる して
いつ しよう

も らお うとして,一 生 けんめ いおい

の りを し,わ るい ことを しな いよう
かみ ひ とび と

にな りま した。神 さ まは人々のね っ
き

しんなおいの りをお聞き にな り,く

いあらた めているのを ごらん にな り
まち ひとび と

ま した。 そ してニ ネベの町の人々 を

ゆる し,そ のいのち をおたすけ にな

ったので した。
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チ ャ ー チ ニ.ユー ズ

末 日聖徒

イエス･キリスト教会

ここ10年 の歩み

回
83年12月 を もって,キ ンボール大管

長在任10周 年 を迎 えた。 この10年 は,

伝 道が盛んに行なわれ,限 りない愛が示さ

れた歴史的な期間であ り,大 きな変化が現

われた ときでもあった。

1973年12月30日,当 時,十 二使徒定員会

会長であったスペンサー･W･キ ンボール

長老 は,ソ ル トレーク神殿において末 日聖

徒 イエス･キ リス ト教会の大管長に聖任 さ

れた。時に,78歳 。 以来10年,教 会 は,大

きな変化 と成長を見せている。

*1973年,会 員数 は3,321,556名 で あ った

が,83年 末 には,5,450,000名 に達 した。

*ス テーキ部数は630か ら1,430に 増 えた。

*実 際に業務が行 なわれている神殿数 は15

か ら25と な り,さ らに16がi着工,な いしは

着工 を待 っている状態 にある。

*専 任宣教 師の数 は,17,258名 か ら27,000

名 とな り,さ らに伝道期間は1年 半 に縮 め

られた。

*同 様.に,伝 道部 の数 も108か ら180に な り,

改宗者数 は1973年 の年 間79,603名 か ら1983

年 に は年間191,013名 に達 した。

しか しながら,こ の数字はここ10年 の劇

的な発展のほんの一端 を示すにすぎない。

この10年 を振 り返 るに,1975年 には七十人

第一定員会が組織 され,1976年 には教義 と

聖約 にふたつの啓示が加 えられ,1978年 に

●復 活 した 救 い 主 の壁 画 の前 に立 つ キ ン ボ ー ル

大 管長 。 救 い 主 は 弟子 たち に｢あ な た が た は行

っ て,す べ て の 国民 を … …教 えよ｣(マ タイ28:

旧一20)と 命 じて お られ る。 キ ンボ ー ル 大 管 長

は,救 い主 の この 命 に,う まず た ゆ まず従 っ て

こ られ た 。

は,ふ さわしい生活をしている全男性教会

員に神権 を授けるという啓示が与 えられた。

ゴー ドン･B･ヒ ンクレー第二副管長は,

教 会歴史中のこの時期 について,次 のよう

に語 っている.。

｢キ ンボール大管長 が管理 され たこの10

年 の間 に,教 会 は発展 し,活 動 の力を増 し,

全 世界の会員たちの間 に一致の気運が高 ま

った。

キンボール大管長 が力を注がれた伝道の
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L.↑9お年

2月15日 一.3月2臼.

南 太 平洋 地 域 大 会,開 催 さ る。.

4月3日

高 価 な る真 珠 に ふ た つ の啓 示 が つ け加 え ら

れ る。

4月3日

メ ギ シ･･シ テ ケ 神 殿 建 設 発 表 き る･

6月18-22日

英 国諸 島地 域 大 会,開 催 さ る。

7月31日 一8月8日

ヨー ロ ッパ地 区地 域 大会,開 催 さ る。

10月.1日

七十人第一定員会あ尊組識に伴い,十 二使徒

補助,同 定員会の会員となるる."

i2月i.日.･

総大会は2白 間とする,と いう新方針が出さ

れる。4月'の 総大会は必ずしも4月6日 を含ま

ないことも発表された。

1977年

2月12日 一3月6日

中米地域大会 南半地域大会 開偉さる。

4月7日

中央若い男性会長会,再 組織さる。(中央若い

男性会長会は,1974年6月23日 に解散されて.い.

た)

8月24日

伝道開始に備えて1ポ ーランド奉献さる5(鉄

のカーテン.の彼方ぺの,教 会大管長め初 の訪

問)

1明2日

サモア神殿建設,発 表さる。

1978年

2月3日

ジ ョー ダ ン リバ ー神 殿建 設,発 表 さ る。

3月14日

ワー ド部 集会,ス テーキ部集会 の頻度肖幟 さるヨ

3月31日

56

ヌテーキ部大会は年2画 とする,.という新方

針が出きれる。以後,.教会幹部の訪問.は年1回

濃1脚 の1回は鰍 表欄 す矯よう

"月22日

β轄 に騨 プヲ㌘4力騨 ζ...
謎 わし吐 髄･か る蝉 騰 韻･･ ..

瞥 欝 られる･とい獅 が蜘 る.

晶 地隅 騨 る1.1.､
中央若い女性会長会,.新たに任命さるb

欝 蘇論1縞
i藷 リ蝉 大舗 幽
｢サ
ンパ ウ 自神殿(ブ ラ ジ ル).,.献 堂 さる。

lb月26-29日,Il月3 .一.5.日

南 米 地 域 大 会,開 催 さ る。

1.979年

2月18日

･一 ヴ｢･イ･/･所 郷 第･･… 翻

のステーキ部となる。

5月4日

.ステーキ部大会の日曜 日}ごは聖奪会 を行な

わない1とpう 方針が出される。

6月23-24.日.

合衆国とカナダにおける第1回 地域大会,開

催さる。.

ll月24一 串0日ウ12月1-2日

南太平洋地球大会,開 催さる。

1980年

3月2日

集会統合化プログづム,開 始さる。.

4月2目･
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撫 嬬,
難華鱒 嬬､簸謙
織識 鋤
整潔:蓑老:1

去
る1月11日,ソ ル トレークバレー病院で

亡くなった十二使徒定員会会員マーク･

E･ピ ーターセン長老(83歳)の 葬儀が,1月

16日,ソ ル トレーク･シ ティーのタバナクルに

おいて行なわれた。

死因は長い間患っていた癌の併発 症によるも

のである。 ピーターセン長老は治療中,特 にこ

こ数カ月は入退院を繰 り返していたにもかかわ

らず,思 いやりのある,紳 士としての振る舞い

を失うことなく,ま た温かい心からの笑みを絶

やすことがなかった。長老は健康を害していた

にもかかわらず教会の責任 を果たし続け,個 人

的な研究に専心していた。ピーターセン長老が

亡くなったその日には,モ ルモン経に関するシ

リーズものの第1作 目が出版 される予定であっ

た。

故人の遺族には,ふ たりの娘と3人 の孫,ふ

たりのひ孫,そ してひとりの兄弟とふた りの姉

妹がいる。

マーク･E･ピ ーターセン長老は1944年4月

以来 十二使徒定員会の一員として働いてきた。

この間ピーターセン長老は世界の至るところ
おもむ

に赴き,教 会の管理運営を助けている。

また,長 年にわたって教会における公報プロ

グラムのディレクターを務め,世 界の様々な地

域に,訪 問者センター一を多数設立し,宣 教師が

伝道の一環として訪問者や友人を案内できるよ

うにした。

さらにピーターセン長老は,長 年教会の軍人

委員会 と音楽委員会の一員および音楽委員会ア

ドバイザーを務め,ま た20年 以上にわたって,

58

全世界に広がる扶助協会のアドバイザーも務め

た。

ピーターセン長老は過去6年 以上にわたって

西ヨーロッパにおける聖徒たちの働きを管理し

た。その範囲は西ヨーロッパ大陸全域 と英国お

よび南アフリカを含むものである。この任 にあ

る間,ピ ーターセン長老は地中海地方を巡回し,

様 々な地域に散在する米軍基地において,そ こ

で働 く末 日聖徒の軍人たちと会見をした。

ピーターセン長老は生涯の大半をジャーナリ

ストとして過 ごし,教 会所有の新聞社であるデ

ゼレトニューズ社の編集部門にあって様々な地

位を得て働いた。後年,総 支配人となり,後 に

は社長となった。一日刊新聞の発行 とともに大規

模な商業用印刷プラントの経営を行なっていた

この出版社にあって,ピ ーターセン長老の勤続

年数は50年 以上に及ぶ。

生前に著わされた20種 類以上の著作の中に

は,現 在でも世界中の宣教師が配布 しているパ

ンフレットがある。すでに亡 くなっている妻の

エマ･マ ー･ピ ーターセン自身も,子 供や青少

年向けに12種 類以上の書物を著わしている。
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東京南 ステーキ部 と

東京南伝道部の協力 に

よる｢ク リスマスの集 い｣
一延べ600人が入場一

回
83年12月24日(土)東 京南ステーキ部

は,東京南伝道部と協力し,｢ク リスマスの　

集い｣を 渋谷東邦生命ホールで開催 した。

このクリスマス特別プログラムは,｢心 に残る

愛のクリスマスをあなたに｣を キャッチフレー

ズに,1時,2時,6時 か らの3部 構成で行な

われ,1離3部 を東京南ステーキ部が,2部

を東京南伝道部が担当した。また8ペ ージにわ

たるプログラム内容を紹介 した印刷物600部 が

無料で配られ,思 い出のしおりとすることがで

きた。

第1部 では,日 米合作アニメーション映画｢ク

リスマス･キ ャロル｣を 上映。チャールズ･

デ ィケンズ原作のこの16ミ リ映画で主人公 ス

クルージが言う｢人 助けこそ自分の仕事だ｣と

いう言葉に端的に象徴 されるクリスマスメッセ

鞘》
'譜

獅
霞奮擁,

i･(写 真左)ク リスマ油 をメドレーで歌う宣教師

;た ち(第2部)●(右)マ リヤを訪れる天使ガブリエ

1ル 役を演ずる宣教師は深みのあるべ一スで熱唱 し,

1人 々を魅了した(第2部)
皇
㍉ ♪.111コ.･ひ.Ill{●｣.幽III･圃 ひ･ll門.9.111･.ゆ.Illl･9一.IIIhひ･IIII･rひ.･III･.噸 卜.1闘･｢●･.巨1闘1･一ひ.ll脚1･rP.II脚･→..lll･.一 ひ.1闘､.rひ .1国｣9.脚III､､ひ､1旧1.一 ひ

一ジは
,人 々に感銘を与えた。

第2部 は,｢イ エス･キ リストの降誕物語｣を

宣教師たちの歌 とナレーションでつづったもの

で,伝 道部の中で豊かなタレントを持つ30名 の

宣教師たちが繰 り広げる物語は,あ たかもイエ
かも

スの時代にいるかのような臨場感を醸し出した。

少ない練習時間のため,ど こまでできるか懸念

される向きもあったが,本 番では主のみたまの

助けもあり,見 事なステージを見せてくれた。

定員300名 の会場は,立 ち見席もでるほどの熱

気にあふれ,好 評を博 した。

第3部 では,ア ニメーション映画｢し あわせ

の王子｣の 上映と,ケ ント･ギ ルバー ト兄弟の

ピアノ伴奏による東京南ステーキ部聖歌隊のコ

ーラスの発表
,続 いてギルバー ト兄弟がクリス

マスメッセージを述べた。

会場を一日借 り切っての催しとなったが,終

始会場は主のみたまと共にあ り,心 に残るクリ

スマスとなった。(レポーター:ク リスマス特別

プログラム実行委貝･千 田勝彦)

60
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｢欽 ちゃんの全 日本仮装

大賞｣に 出場 して得 た証
一｢主の山に備えあり｣一

東京ステーキ部東京第6ワ ード部

池田 和政

国
月2日 に日本テレビ系で生放送される｢欽

ちゃんの全 日本仮装大賞｣の 出場募集記

事を10月 中旬に新聞で見た私 は,｢こ れだ!｣と

心の中で叫んでいました。｢伝 道する意味から

も,必 ず予選で合格 し出場できる｣と 直感 した

のです。しかし,こ の時点では何ができるかと

いった具体的なアイデアは何もありませんでし

た。

放送 日当日,全 国ネットで放映され,視 聴率

も20パ ーセントを超 えたこのお正月の名物番

組に,私 を含め東京ステーキ部の会員10人 で出

場し,｢ア メリカのお正月｣と題する仮装を披露し

ましたが,今 回の出場 までには,数 多くの試練

がありました。

12月10日(土)の 関東地区予選の結果,デ ィ

レクターの方から,｢来 週,も う一度手直しをし

て見せてほしい。それでよければ合格 というこ

とで1月1日(日)の リハーサルに来てもらい

たい｣と 吾われました。

翌 日の安息日,私 たちは集まって話し合った

ところ,い くつかの間題が浮かんできました。

各自の疲労度や経済的負担が限界にきていて,

期 日までに予選の準備ができないこζや,リ ハ

ーサルが1月1日 の安息日にあたっていること

などでした。話 し合いの中で｢リ ハーサル程度

なら……｣と いう妥協案も出ましたが,結 局私

たちは主の用向きを持つ者としてとるべき態度

を考え,全 貝一致で出場を辞退することに決め

ました。これまで多くの犠牲を払って進めてき

た計画だけに,姉 妹たちの中には泣き出してし

まう人もいました。

｢アブラハムがイサクを主の真の目的 も知 ら

ずにいけにえとして捧げようどしたように,私

たちも主の命令を完全に守りましょう。『主の山

に備えあり』｣と 言って私は皆を励ましました。

奇跡は翌 日起こりました。私たちは末 日聖徒

イエス･キ リス ト教会の会員であり,安 息 日を

守っていること,ま たクリスマス行事のために

忙しくて1週 間で手直しできないことなどを理

由に辞退したいとテレビ局の方に伝えました。

するとディレクターの方は,日 程を変えて12月

27日 に手直ししたものを見てくださることや安

烏､日にあたっている元旦のリハーサルには出な

くてもよいこと,さ らにこの場で合格にして支
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せていただけるようになりました。

本番では合格ラインの15点 をクリアし,1Z点

で合格しました。入賞には至 りませんでしたが,

賞金などに代えられないたくさんのものを神様

からいただきました。私自身,今 までの信仰生

活の中で本当に純粋な主への証を実践を通 して

得ることができました。

私たちは伝道 というみ業のために,マ スコミ

というすばらしい媒体を通 し主の用向きを持つ

者として使われたことに,口 では言い表わせな

い喜びを感 じています。一層謙遜になって,主

のみ業のために働く決心をしております。(レポ

ーター:東 京ステーキ部東京第6ワ ー ド部長老

定員会会長･池 田和政)

｢明けま しτ おめどどう｣伝 道

_京 都!

購
?購 謬 で刎勝 新
する宣教師たち

騨 爵
灘灘鍵灘 欄騨蜘
つヴつ ぽ こごこらめ ず ヴ

が繋 謙廓

般にお正月は,宣 教師にとって伝道がむ

日ずかしいときと言われていますが,こ こ
京都に住む宣教師一同は,京 都ワード部の伝道

主任である植田典男兄弟の勧めを受けて,大 変

楽 しくまた効果的ともいえる伝道を行ないまし

た。

日本では,初 もうでは多くの人々にとって欠

かすことのできない年頭行事となっていますが,

元旦,2日 の2日 間にわたって4人 の長老たち

は紋つき崩織はかまの正装で,ふ たりの姉妹宣

教師たちは美しい振り袖の思わず目も洗われる

晴れ姿で,近 くの神社や家々をまわりました。

大柄で金髪の外人数人が,日 本古来の伝統着

を身にまとい境内を歩いている姿は,人 々に少

なからぬ驚きと感動を与えたようです。これは

予想以上の反響でした。実に大勢の人々から一

緒に写真を撮るように頼 まれ,ま た私たちの活

動や目的について尋ねられました。ある人は感

心し,あ る人は一緒に撮 った写真を送ってくだ
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6チ ームに分かれ,各 チームの先頭としんがり

に外人宣教師がついて,伝 道の目的も果たせる

ように取り計らいました。

このユニークなボランティア活動は,地 元の

ローカル新聞で取 りあげられ,山 口放送のテレ

ビでも2分 半 にわたって紹介されました。集

まった寄付から自転車を借 りるのに要 した費用

など差 し引いた139,266円 が防府市社会福祉協

議 会に贈られ,伝 道とボランティア活動の両面

で成果を上げました。(レポーター:第5回 バイ

ク･ア･ソ ン実行委員長･吉 岡公夫第一副地方

部長)

歌は心の友,
一香港 でク リスマス

賛助 出演 した4人･

●香港でのクリスマス･コンサ
ートに賛助出演する松下みは

と姉妹,志 るか姉妹,ま な実

姉妹,み やび姉妹(前 列中央)

ツエ ンワン

83年,12月24日 午 後7時30分,香 港 茎 湾

19 大会堂 のホールには約1,300人 余 りの
人々が,今 や遅しと開演を待っていました。こ

こは香港で2番 目に大きな公共のホールで,国

家的行事 もよく行なわれる所です。毎年香港の

LDS聖 歌隊(末 日聖徒合唱団)が 恒例のクリ

スマス･コ ンサー トを開きます。新聞にも大き

く掲載され テレビで放映されたこともある年

中行事です。1983年 の クリスマスには,デ パー

ト,野外ステージ,公 園などで12月20日 か ら26

日まで計6回 の公演が行なわれました。

私たちはこの聖歌隊に招かれて24日 のイブ

コンサー トと26日 最後の公演に賛助出演する

機 会に恵まれました。開演15分 前,楽 屋で行な

糠 鱗/

慶の扉

o･

幽

繍謡 摯轟熱
､鞍 爵

末世

ワン

われた祈 り会で,香 港地区音楽委員長のサ兄弟

から,発 行されたチケットは開演を待たずに売

り切れたと発表されました。ヂ委員長の手短な

証の中にも香港の聖徒たちの並々ならぬ努力と

一致の精神を伺い知ることができ
,非 常に感銘

を受けました。

香港へ行くようになったきっかけは,香 港か

ら神殿訪問に来られた兄弟姉妹と私たちの両親

が神殿で知 り合い,我 が家のお茶の間コンサー

トと食事にお招きしたことからでした。彼らは

皆,私 たちの歌に言語 と国境を越えて感動し,

涙 して喜んでくださいました。数々の霊的,経

済的な障害を乗 り越えて,神 殿訪問を実現され

る香港の数少ない会貝の方々を見ていると,か
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●(写 真 左)昨 年ll月,名 古 屋 で行 なわ れた教 会 の

音 楽 祭で 歌 う松 下 み は と姉 妹(21歳)●(右)左 よ

リ志 るか 姉 妹(19歳),ま な実 姉 妹(17歳),み や

び 姉 妹(16歳)

この6年 余 りの活動を通 して全国各地の多く

の方々と接することができ,公 演 も大ノ｣倫わせ

て70回 を数えました。オ リジナルソングのレパ

ートリーも100曲 を越えています
。また,そ の間

数えきれない祝福を受け,教 会や学校,社 会に

あって,.数 々の責任を果たす機会に恵まれ成長

してきました。

けれども,楽 しいことばかりではありません

でした。教会に行っているということが友達 と

の関係 に波紋を投げかけることもありました。

知恵の言葉を守ることや安息､日を聖日として過

ごすことは,時 には友達の輪から抜けなければ

ならない原因にもなりました。教会を優先する

ことは,ク ラブ活動で力を発揮する妨げになる

こともあり,友 を失 う悲 しみを味わうことさえ

ありました。多感な思春期の青少年にとって,

それはとてもショックな出来事です。活発に集

っていた青少年の中にも学校,仕 事,友 人,家

族との問題が生じ,足 が遠のいていく人もあり

ました。

しかしさみしく落胆 したときでも,自 分たち

の歌がいつも問いかけ,励 ましてくれるのです。

私たちの歌を支えている福音の真理が多くの奇

跡を生み出してくれたのです。

私たちはこの5年 間,苦 しいときにこそほほ

えみが必要 であり,苦 しみや悲しみを乗 り越え

たときに本当の喜びが得られること,ま たこの

福音が真実であり,神 様が私たち一人一人を心

から愛しておられること,家 族は永遠であるこ

となどをテーマに歌い続けてきました。そして

涙して聞いてくださった方々以上に励まされ,

勇気づけられたのは実は私たち自身だったので

す。その意味でこれらの経験を与えてくださっ

た神様と兄弟姉妹に心から感謝 します。

現在大きな社会問題のひとつとなっている青

少年問題を考えるとき,私 たちもその世代を経

験してきた者 として,明 るい希望や問題解決の

ヒントが福音の精神を実行することによって得

られることを,身 をもって経験できたように感

じています。

若人はその無限のエネルギーと可能1生を発揮

したい強い欲求を抱きながら,そ れを正しく用

いる目標 と模範にめぐり会 っていないのではな

いでしょうか。

私たちには幼いときより両親から教わってき

たモットーがあります。それは何事 も一生懸命,
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●1年 半かけ

て四大聖典全

部を書き写し

た黒田兄弟。

左側に積んで 曜脚∵

あるのがその

ノート。

忘れられない
4つ の出来事

高崎ステーキ部桐生ワード部

黒田 仲 治

●昨年9月,奥 様も

改宗された

国
が末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会 の宣

教師 と出会 ったのは61歳 の ときです。

60歳 の定年 も過ぎ,1年 の嘱託もすでに終わり

に近づいていました。将来に対する不安 と漠然

とした寂 しさが,心 の空白を埋める何かを求め

ていました。

そんなある夜,宣 教師の訪れを受けたのです。

｢15分 ぐらい
,お 話してもよろしいですか｣と

聞かれた私は特に用事もなかったので,彼 らと

30分 ほど話 しました。次の日,再 び来られたの

で,教 会の教えの中に何か生きがいを見いだせ

るかもしれないと考えた私は,｢私 のような年寄

り相手でもよいのですか｣と 切 り出して,お 話

を聞くことにしました。

幸い周藤兄弟という年輩の教会員の方の助け

もあって,教 会について理解を深めることがで

きました。また翌週の安息日からおそるおそる

教会に行くようになりました。 レッスンが進む

につれて｢知 恵の言葉｣の 戒めにお酒やタバコ

などが禁 じられていることを知 りました。これ

まで何度となくやめようとしてきましたが,ど

れもうまくいった試しがなかったので,私 に守
いちまつ

れるか一抹の不安がありました。最初のうちは,

タバコやお酒を少なくして,や めようと決心し

たのですが,な かなか完全にやめることができ

ず困 りました。あるときは,禁 断症状のために

何 日か眠れない日が続きましたが,バ プテスマ

を受ける4日 前になってやっと断ち切ることが

できました。

私 は少年の頃,家 が貧しかったため12歳 で奉

公に出されました。家に帰れるのは年2回 とい

う時代でした。そのような生活環境のために,

十分 な学力を身につけることができずにいまし

たので,教 会の教義を勉強するのに人一倍 苦労

しました。不足の学力をなんとか人並にしたい

と考 えた私は,聖 典を書き取ることを思いつき

ました。
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完成した
井尻ワード部
教会堂

醸 韓 鞭諾
書鑑 纏灘 盤鷺 隊 ～

ら

が,私 たちの井尻ワード部です。㌔

6年ほど前の197畔5月1㍉ 一 轍

当時の福岡支部(現 在,福 岡ワ

覇
一 ド部)か ら独立 したのが始まりで,昨 年7月

末に恵まれて新 しい教会堂が完成し,現 在に至

っています。

西鉄井尻駅より徒歩1分,駅 前商店街のにぎ

わいとは反対側の閑静な住宅街 にあります。ま

た教会堂 は,元 駐車場跡の敷地約12ω平という

狭い場所に建てられたため,末 日聖徒の新築の

建物 としては珍 らしい3階 建てとなりました。

今年度の井尻ワー ド部の目標 として｢実 行｣

を掲げました。｢すべての活動を伝道に｣を スロ

羅,
乳
撫

一カンにがんばっています
。また同時に福岡ス

テーキ部の年間目標である｢豊 かな家庭を築く｣

ために,ス テーキ部で発行 した小冊子の具体的

なチェックリストに従 って,伝 道におけるフェ

ローシップキャンペーン,年2回 の神殿訪問の

実施,独 身成人活動の充実化などを全組織が協

力し合い,果 たしていきたいと思います。

最後に一首｢階 段を目標を決めてしっかりと

まっすぐ歩む信仰の道｣(福 岡ステーキ部井尻 ワ

ー ド部監督 .田 中良一)

鱗

電 ㌔ 田1二
･ノ ㌧ 誓 喧∵､1

難難
･i罎 諮 騨劉 墾･､嚇 醜 一 寮､､滞･1`
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